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EE MISIORITE BOWES, BARD PAA EO 経過 を 知る 上 に 
ST, Hid THEO x LUO と は , 筆 者 の 一 人 (S. KJ OME A MUL 1% 
b 。 MA AIDUSE 15 A AEREE 2 tot S 北海 道 駒ヶ岳 の WOM OS TOGA &, 
> ORBIT CHB BEGICIERS S83 8OWY o NZ HORE EM O 
WRB IOS Clk, SMOG LIBS 3 MAILED 0, NUL ORBE & t OME 
HH LEBEL REL L OBR BES © IC IRAICRE AERTS O 0 ECE 
Cid + FOREN SOMME LOS CHE OFTHE OAC 
進め つ ゝ ある が , 次 に は 其 噴 出せ る PH POBLIRELR BIOS T 研究 せる 


1) BREUER LACH, oe iRD LH I a, a HE 2A FBS TB OTS 
mE IA, 門倉 三 能 , 地球 SB -LAB GK, 874~386. 
BE BLA 地球 , SS HAE HS DOH 247 ~264. 
S. K6zu, Tohoku Sci, Reports. Ser. III. Vol. III, No. 3. 225~238. 1929. 
MUI, HARE, BBR 1~11. 
mE DIA, 瀬戸 Bd a> pay ah CO Weed 98 BASSE A tit 255 ~264. 
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所 を 報告 すべ し 。 
{FL L こ ゝ に 輝 ぶ る 所 は BEN IE O A= OT, BEA OD (CBM 22 
x (S RSRE BEE (Universal stage) を 使用 し , 主として 弾性 軸 X, Y, Z に 
ES SME NO AL Rd, 同時 に その 成分 を 決定 する 廊 aca 9, 測 定 に 
疑問 あわ る 時 は Rerek の 所 調 Charakteristische Austéschung の 方 法 を 用 ひ 
て 2YV の 値 を 求め と を 座 め た 0 り 。 され どこ の 火山 岩 中 の 稚 長 石 に は , Hot 
Hyitiae L < BRREL, TOBMBOIKIL WBS 一 個 の 核 を 包み て 外 方 に 順序 よく 
遂 達 せる が 如き 中 純 な る ぁ る も の な き に あら ざれ ども , 多 く は 極め て 複雑 な る 
構造 を BLO MIR RAOMAPUEI HO Tb, 10% An 或 は それ 以上 
の 差異 を 示す こと あり 。 時 に 叉 異な れる 他 の 有 方法 に て 求め た る 成分 の , 互 
(bE US MER SC EHO, MIL 叉 世に 知ら れ た る 符 長 石 の 性 質 を 以 て は 
廃 明 し 得 ら れ ざ る 結果 を 得 た る も の も あり め , 此 等 の も の に つき て は 更に HF 
AM OWEE WIL, 2» lds Howey BEI 4 FEISS O し 測定 の 結果 を 掲げ て , 此 
等 余 長 石 の 性 質 を 論 ぜ ん と す 。 
KHMFRPOARA 
II-B PORE OH, その fipet HRY BAH ZS Ab DASE T 測定 
せる 結果 は BER HO o MRAZ O LAG, fdr b Bai ae 
件 ひび ひ , REZ 6 BORA 2S SRAD ED 6S KR AM 44. (Fig. 1) の 
5~6, ‘PER 53. (ig. 2) の 5~6 Je AR 55. (Fig. 4 の 如き は 甚だ 小形 の 結 唱 
15 DIK, COWES ICD ME Bs DES o WA ANB 55. (Fig. AIC HST Id X, 
CH OTH 6 iit SMO MB, BC CREECH 認め られ た る 
BRA OM ROKRDO BID & Ol gE, 且つ その 光 軸 角 も 50° wets 
shia a = ae 15 る 成分 の RAO IMIR & NB PSA 4 OR 


1) Rche Mineralbestimmung mit Hilfe der Universaldrehtischmethoden, 
91, 1924. 
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Do MS NBORRACOS THMOMR Ht SOD 向 他 に 5, 6 個 あ 
bo CISMEOFKROA IRB LES ADH <, BE BROOD Ble OSsT 
4 WEIS BWR LAL ERLE EOE. PURI ES & OUR 
する 時 は , KOBE DO FE ORF ERROUES 6 hic 6 ah 
ORHEH 69% An te BW LES KS LRO BS Lo WORM HY 
る も の を 除き て , PERPO PAW & BI PGS SME 66.1% An と な 
る 。 然 れ ど も 此 の 方 法 に て 終 長 石 成分 の 下 均 値 を 求む る は 適 営 と 云 ふ ペ か 


on ら 5 ず 。 MTA TRUE, か くし て 得 た る 値 は , HASH MRD WE DES AS AD IK 


分 を 示す 敷地 の 下 均 を 取れ る の にし て , 基 占 むる 容積 に 許し て は SF 
慮 ゃ 加 へ た る 者 に あら ざる を 以 て な 0 め 。 此 の 両 に 義 し て は 更に 後に 逃 ぶ る 
PHOS be : 

EBO—A (S-K.) LHR DERE 2 OC OPE OBER O Are Hat L 
て 分 析 せる 結果 に よれ ば , その 成分 は Or 分 子 を AD ALAC 加 ! 算 する 時 
CAb+Or り 5.4 Anso.s に 近く Or 分 子 を 加算 せ ざ る 時 は Abus Adss.6 CLA 
Fo CHRIS CROOK SRE LO 下 均 値 に 比 す る に , 10% 以上 の HA 
FO, 第 夫 表 に 示せ る 値 の 生 均 を 以 て , COPA POREAD PAM te 
Lid, 直ちに 和 制定 し 得 ざ る な め 。 

HAO SR EE iS 

PAPILT, や ゝ 大 な る ARAL, Zid (010) 面 の よく BEA! K 
1~2 mm OBARO MAE Oo CHePADE O 取り 出し , ほ ゞ (010) Cz 
GEIS DW e 作る 時 は , 第 8 園 ,9 園 , 12 ACA SD 如き 構造 を 見 る 。 
此 等 の 岡 は , 何れ も diagramatic に 書け る も の に し て , 何れ も 更に 複雑 な る 
RWW AT BO BORBEO<) >) CMS LORO> ZO 

1) 津屋 弘 達 , Bull. Earthquake Research Institute, VIII. Part.2. 257. 1930, 
2) EDL RLF LR, 2 IRA, TAR BEAR, 260. 
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Be TM (SME ORE CST &, de bain DSS 中 央 を 過 ぐ る 不 規 則 な る 
折線 ( 或 は 曲線 を な し , 中 央 部 は 甚 し く 融 触る され た る 跡 を 示し , 十字 = コル 
下 に 於 ける 清光 の 有 様 も 碁 だ 複雑 な り 。 結 曲 の 外部 に 向 ふ に 従 つ て , そ の 泉 
are Aiea (3 BARE £7 SB, TORE OREA Ze BES » GEO T BARES 不 
DAWES BOHE & 75, FS OTC HS TiS Cte RERED GS 表示 し 置き し も , 第 8 
fall Ct A, B te Sahat Ot BUNS BE PE GLE UTA GH SEAD 6S 


第 x 表 
EUR 47.) て 附 園 番 名 8,10.) 


lat %An ov %An %AN Go ND | 
Mat Cte 2) 2V love a ana = 2) ene SAO) 

at 71—72 78° 59 ce 

2 1-72 80° | 60 Ge eee A 8 

3 61—62 0 59 = 

5 So tee 65 61.5 —6° 

He )| a ea a ia Vie neo 70 TO ol aero 

5 65 90° 68 ah - 

6 72-73 780 59 65 66 + 1-42 

i, na ae ee aes 75 Pal tee 

7 lf age) た 

2 RN 60 565 | —25° 

Th = Neg Se - GoC cea Ror ah errr 74 Alara (tae 
(OD 63 63 —8.5° GG 2 5 
(EF ei ra Mapa 75 es 
CR || tnt” a Slam me | 63 6 Wass tre 
ENC EE 人 79 (i ue 


*% FS 8 BIC HS Clk (7-8) DBR OMAR ICD © Bie \C PGE EK Sas, 7 一 8) 
DANK SRAM IC CRIT SBE CO) LL, WIL OPMHICH Bmw ye 
Ck bre 10) BY -cHe) RIC’ SMe Sit! hs ABE Oo. 
AFIS SWRA ERAT LOLF, 


BF R RR x 59¢ 9 > 
第 参 ae . 
CHERAREE 63 う  — CHTTBIARYE 9.11.22 
{ 3 
al 'P %An % An 9% An %An : 
ASE (aes 2) AY (2V = ョ ル 】( 浴 光 角 = a a meay PS AOD) 
As Ae a ie Seles pee al a | a 8109? ) 8102) © veer 
Oi eer eters ea 56 56. Sooke ce 
DN Oo wat Lilien wels, | es 56 S60 EE 
2 OC at cacswes 55 55 ze 
See RE Se 81 BL ele vatapetetete 
(6 Ae = = OO 51 Bil lo _ Sistereiaigre 
Oc 89 0 ieee 
8 57—60 73° | (54)※ 4 aie 
(8) 602635 | 76> |. 57 64 585 aS 
9 70—80 | | vere 86 78-6 | -10°C?) 
Or 68 6 eter 
11 PAT enlleccboee: es 96 SO CER 
12 52 72° | (54) * : BS ° 
(12) 54 729 | (5A) & 53 29 ae 
1 iam ecco Tir sees allie Riise 68 (A VA & oottinc 
OS 64 640 ~sleeeeee 
ee 96° 3 ae a 
Cae hee 76° 57 75 68 -~ ER 


※ 光 軸 角 の 極小 75° に 應 ずる 成分 を 取れ り 。 
[ 〕 EMe SM RHOML AIT Vy WHOMRIC CHEE SHE 


BLT o 
KOT 2 OMB 72 AME LEU Oo 第 12 岡 に て は MAO RHEL 3 


を 除き て 他 は すべ て 省 路 せめ 。 HEROS ILOS, COMA OKC HH 
來 得 る 限り 詳細 に 知ら ん と 和 欲 し , ARE ICE SE OS Ts Fedorow 法 を 
以 て その HAMLGE OTTO 成分 を 定め 得 た り LE, WRI COS THE 
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( 消 光 角 = コ ルリ) 


| Fedorow 法 を 以 て は 充分 に 正座 な る 能 は ず , Belo Fedorow 法 を 適用 し た 
る 部 分 に より て この WHO (010) HOME eK, この (010) HDR 
OH LD CHER SD 如く 鏡台 を 傾け , この 位置 に て その 消 光 角 を 測 
0 THRO MARE O BS し て 決定 し 得 た る 成分 を 此 等 各 半 の 巾 に 
RE CTIA Lic & OS 第 10 RSS 11 園 な り 。 即 も 定 験 7 は 第 2 表 と 
SS 8 [eal Be 25 10 [iil (= “CRB 63 (SS 3 Be tS 9 [RIALS 11 SINC, BER 46 Us 
第 4 表 及 第 MI CAH O o BMOBUSPEAIMAK ICY & LU, 明 な る 境界 を 
氷 さ ざる も の 多けれ ども , その 臣 移 帯 は 多く は 極め て 狭小 の も の な れ ば , 第 
10 fail #5 12 fale (AST b, すべ て BNE KS 境界 を 示す も の と し て 書き た 
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Do TREO OM & 0126 ttt SPEEDS BEKOM L, 
1) 核心 部 は 邊 党 大 に し て , An PT ¢ RUBLOBIIE L <, MeL OBES TG 
は 明 な ら ず , 清光 和 複 雑 な 0。 
2) An S74 SM¥ Lb SMe LH Coscillatory) (2 MRL THES, 
3) 核心 部 を 除け る 他 の 部 分 に て は , An PES SMS INBES, SME 


NEE Lo 
4) 外 方 に 向 ふ に 従 つ て , S92 y eM OBER TS WIE, RUIK Ee 
Bo 


5) aKEin OPE He Hi る ゝ に 従 つ て , 泉 帯 構造 複雑 と な る 。 

6) 最 外 才 に は AN Sp FZ SAD O, < 但し 最 外 癌 を 詳細 に 癌 察 す は 時 は An 
BEA SM L DAH LS BURR HICH IC EAT SOOT HHO RS 
ae ae 

fied BR 46 (TUS EOS ANS FORD MAA OMIT, 少く な め 行 

RR BAD BOGS Lo 

fC LiktO an S Bae hig 22 AS 5 RHE OPE toh (SE LBS 
SDLMBICBVES SLAB 6 SA Bieh Eb FAB 63(Figs.9 and 11) 
%e PE UTE DKMD AWS 22 SEL, 筆者 の 一 人 (3. K.) & ah hee - 
MCB HO ER & OMB RA A. 即ち 第 11 AI ARE AON DS, 直 
角 に 変る 三 つ の 方 向 に 同一 の 割合 を 以 て HET 430 LIBEL, RAMS 
9 最 外部 まで の 下 均 成分 を 算出 せる に , 約 61 % AN AMEE Vo IO 
値 も 未だ 化 捉 分 析 に よる 55.6 7 An & 多少 の 差 あ れ ど も , BABE F 
BPA D 化 四 分 株 に よる 古 均 成分 に 近 け る 者 と 言 ふ を 得 べ く , さき に 
BERD OMI OLED, BPO RR t HEL SM SHH}, これ 


1) 8 47 Cle Kibo An 3-F hin L, cic OTH AH HAO PDR e 
Wot, AWICHs LORSRKYOFo 
2) BILE, Bit 
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Fe VA CHEE T ORIEN Lo 

AILEOWFST 注意 を 引け る は , <9 2 7 EEO MMOS THO 
~ trace の 示す 一 種 の 曲線 な り 。 CHS 8, 9, 12 FEBS HA Me aS — AB AS IK 
示し, 一 見 曲線 の 如く な れ ど も , BANC BES ST OME SAO 7 OBS Ie 
て は 其 様 明 な ら ざ れ ど , SMIRO SAP MEE AES D BBP ICIS TS, この 接合 面 
の trace は , ある 一 つの BAIL OS TisHA & 一 直線 に し て , WOME S 
委 に その 直線 の 方 向 を 暴 に す 。 か く て 此 等 方 向 を 異 に せる 直線 は 根 連 貫 し 
て , ROP TEE Oo C OPTBUKO 6 Olk tah BE MMA ES 意味 を 
AT ZIORADRBAAIL, WO 二 結 曲 は 既に 輝 べ た る が 如く ペリ クリ 
> 式 の 方 則 に 従 つ て Bib e tf 5 & OF Stk, その 接合 面 は Prat rhombic 
section (CUT TOMAS, FRAO MINK CTHIET SS EDORS CL 
周知 の こと な め り 。 た ざ そ の 成分 と 位置 と の 量 的 開 係 に 至り て は 未だ 充分 に 
LESSON, 特に Baier Oh く この 間 に 礁 定 的 開 係 あり 得 べ か 
5SH6O* MS fami T BBS D2 E, (HM tO 間 に は 依然 相 應 の 
開 係 あぁ る も の な る べく さく , SUE) 7 y -BERRICIAT, RA OMORECHO 
(010) 面 に 於 ける trace が , (001) 面 の (010) 面 に 於 ける trace (LHS 4B fh % 
相 秒 明 に 測り 得 た る も の を 第 2 表 及 第 8 表 の Rh.S. 人 (001) 棚 に 記入 し 置け 
9 。 Rosenbusch の Physiographie に は , AUS) 2 Y > EBA tot BRE 
右 の 成分 が 内 方 よめ 外部 に 向 つ て MERI 0 BK SDMS ZL H OI, その 
rhombic section 0) fi (S389) (BME LT cylindrical に な る べき も , か 
ゝ る こと は mechanical に 起り 難 か る べし と 逃さ た る も, UEOWHORS 
所 の も の は , MLO? » cylindrical に な れる rhombic section の (010) 面 上 


1) T. Barth. Z, X. 68. 616, 1928. 
2) E. Baier Z. X. 73. 465. 1930. 
3) Rosenbusch, Physiograph e I, (2) 747. 
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に 於 ける trace ZRF &EORSS Lo KYA ORP DBA EARNER 
BUS SIMO Ss 直線 連 績 せる も の と な れる も の に し て , か く の 如 FH 
。 が 起り 得 ず と は 断定 し 得 ざ る べし 。 殊 に 第 12 園 の 1~2 の 接合 面 の 如き は 
鏡 下 に て る も 極め て 消 か な る 曲線 駄 を 時 し , MA OHM COMMU. 
する 部 分 に て 潤 次 他 の も の に 碧 移 す 。 


第 五 R 
CREE 49) Cra 13) 
lap sie - % An ov % An %An Yon 
a = pe any AY GV = ョ ル )( 浴 光 角 = 3 RRS 
1 | 90  |104°| 94 80 
2 (100) 80 1002 SON 84 
3 R ie 58 —60 ‘ 81° 61 cS 67 : 
4 (100) AGO 77° BO tales ees 61-6 
sf ieee 79-83 {102° 86 76 3 ; 
WV C100) 80 _85 820 A 62A Ife o> pons 81 
£(100) »3)% SC = “Socmpoe 4 f= cctsa6c 65 
5 Como)" ) | 63 — 67 
6| (00) G4) | 67-70 94° HA tb Bee 70 
7 [100] 25 | 89° 68) Sell Ga aces 71-5 
Colo): D | 75 
8 OD RS 65 
ER CRD - 36C2) | 907 9869 EN 3702) 
10 » C6) 72 ae elie es *oohoce > 
11 : (0013 G 5) (sen TD EE ES ete 70 
19) ofa Pe oo ee : | 80° (SG ee Pe a. oH0008 6L 
※ SLES LoOURARE MT o 


364 Lobe SILK % I RAOWO MY CBE HE RITT 0 
第 13 ic CHC OMDEMAK LCA HOWE UTM Yo 
A 上 中 の 値 は 他 の も の と 調和 せ ざ る と と 甚 し 。 故に 平均 成分 を 算出 する 
に は 上 中 の 値 を 険 き 置け り 。 
WE 6 LKMENeSPMEMUK SIDS 
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Vy baeidt Ute Als 何れ も 赤井 川 浅 石 中 の 符 長 石 に し て , 昭和 四 年 の By > 
ROME HS & ALTE B & DM Oo T OM LAGRR O MB OSES 

多く 噴出 せる も の に し て , MAREORE & CAH LD MMIC E YS 
特種 の 噴出 物 あ り 。 こ の 岩 右 中 に ある 徐 長 石 の - つ に つき て も 赤 そ の 叉 袖 
の 惑 を 調べ た れ ば , こ ゝ に これ を 除 記 すべ し 。 筑 13 岡 は その 構造 の 大 路 を 
AL, その 化 外 成分 等 を 決定 せる も の は これ や を 第 5 RIM LATO. 今 
これ に つき て その 泉 間 構 造 上 の こと を 見 る に , 上 輝 せ る 赤井 川 淫 右 中 の FR 
RAORUiHe & GA El --7 0. WORD(S 84% An な る 部 分 あ 
D, CAUle KW THR S UT 61-6 % Ap な る 成分 の も の (第 13 fale RES 
を 以 て 示せ 0 め ) と 巾 狭く し て 81% An な る 成分 の も の (第 18 [el (2k 白色 
を 以 て 示す )〕 と 交互 に 果 な れ め 。 (HUL OAR Ts t ORI Bie 
mM Ut SBMS MB) は Becke line に よめ て 見 る に , COMME 4 D8 D 
K OMIM L, され ど そ の 清光 角 は 殆 ん ど 他 の An 分 子 多 き 部 分 の も の に 等 

。 AISA C ON BMRB i LAT o | 

YREE UT, 赤井 川 方 面 に 流下 せる GEPORRAILOS T Hoe S 
DS, 此 等 の 中 特に 注意 を 旋 く は , その 昧 問 配 列 が 成分 上 逆 序 に な れる こと な 
Do MUTATOR Ria & COMP ORMMLOREe HRT OIC SK 
等 の 一 般 性 を も 認め 得 SAVS SDM Lo S*vE4MRO (CAR 63 (Figs. 9, 
11.) を 例 に と め , TOMO POE ORIEL CH FED ICED L, EOF 
BOR AIL OST, KRONOS WANS fe] AB RO 4 O & 優 定 し 
て , ED PUM 2 EME BAL, KOM SHR BI Oo ULE OEIC 
は 第 11 BIC MVe SOMO EMAL LEEPO EAL 20 Bo Kio 
FN BIC TM FE Bo) 
[in RB OU~1. 1~2 2~3- B~4- 45. 5~G- 6~7. T~8- 89. 9~10- 
PYRA GAD) 81 81 686 703 733 585 6L9 65- 54 61. 
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ee 
は 充分 明 に は 認め 得 ら れ ざ 0 り URBMD MAPERME OD BEE 2 BB ob FRG WD 
WUC iy HAS BREET ま 或 は An 分 子 多 く , 或 は An 分 子 少 な きも , その 
散 出 叶 期 の 後期 に 至る に 従 つ て An 分 子 は 次 第 に 減少 し 行く 傾向 明 な 0 。 
© Oth to) (STR 46 に て は , か ゝ る 整理 を 行 は ず し て も , や ゝ BOGE SM 
な る が , © OBB 68 OMS BRB T, SL OM ad BE TE 不 規 則 な る が 
MS3EH, Coscillatory) OBME LS LOT も , かく 外 帯 に 向 ふ に 従 つ 
て , BS WMH & の 程 An 分 子 の 減少 し 行く 傾向 は 明 な り 。 この 傾向 は 
OLED AALS BIC OTHRRT AS ORE 6 ADEE 
Sait Ly SME L DAE HIBS © LILA MOR Bt PRESB Ze DT L 
TUR し 得 られ ざる 亡 の も の な る べし 。 

PAD» ABE GS DRIBNE RMIA & Li 4 DEB ORR 
51S CAMMOGRICRUALT 便宜 上 此 等 語 褒 を 次 の ご つの も の に 
別 す 。 

1) BID MWO 6 OC Be Mee Ot cHRG DESKS hada fea 
を 遡 序 な らし むる 場合 。 
2) HAAS UT, AEB SO WEMCBASAE (ck 0 wi 
ROMA tes Baht 
eV. Eckermann は Tennberg 0) tE iid et 0° IR (BTS S MATES HS 
Cit EO PMA BRED 2D, LPIEME MEDI C20 DA OSA 
Ak る が た め な 9 と せ ?00 EF. Wa 4 7 Scotland の ‘ Ballachulish 
granite? DEE CBee SSP ICIS TC RR A Ossie ein HD 12 Oo 
Hibsch (SUD IRAN O) 聞 序 を MEARE SOUL, MOE RAEI 
(1) Geol, Fér. Féhr. 473. 1923. 


2) Geol. Mag. 6x. 550. 1924. 
a eterM bs MI7. 286.- 1898. 


7 cee | 
} 
| 
‘ / 
| 
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BIEOIER URNSTHEO LCV. 

2) Bowen AMR EOL ERM (oscillatory zoning) を 廃 明 す る に , 結 
MOvEM Csinking) LHW (surging) と が 交互 に 起 れ る 事 を 以 て し , Bay 
OMOEA TIME LOS も, KARE HLA OAN EBAEMIT Ab 分 子 の 
ELAM MS MERE LEO. Day 及び Allen は 岩 療 の 過 
DWE ORHE A Be fh SSS IL, Bowen’ & IMI K O THEO 
BMF LLIB Bowen は 先 づ 最初 の 過 冷 に て , Ab 分 子 多 
き 結 晶 を 生じ, その 結 卓 作 川 の た め FED SAI k OT 岩 箕 の 温度 上 昇 し 
て , AD SP FS Sar eA U, 更に 過 冷 と , RRS Kk SUE ESP E BERL, AbD 
分 子 多き 帯 と An PEL IML RAAF ALL EY o 

BADA BS SKU GMO TE SWC LOSE Sk DH FET BAED 
HL OBEROI O PIS RD S TERED BE BIKE OBIE IK FEISS SS 
Pim 76 S 7s NS Lo 

Bei KM OWI PRBEL: AE > SHRIKE ITY BS LEDED I 
却 の 一 途 を た ど め て, DEIR MLE LES OD s MS BASlik Beeb 
た る も の に 非 ぐ る べし 。 必ず や , 全般 と し て 或 は 局部 的 と UT, HE ORME 
ROCA IK FERIA O 絡 化 を 期待 せ ざ る べから ず 。 然 る 時 は , その 
TNS iiss SO DRO (RPE Ze ET SLES UT, Ul 6 その 構造 の 交 
BROSNSIE LUC ESS. RABBI KD 00 一 つ は 結 品 の 外側 に 
向 ふ に 従 ひ 滋 次 An Sh F BIRT BBM Oo MUISSEA ICS & An 分 子 を 
WES AW LMT SW LBAV SKE Oo 前 者 は ある 一 定 の 岩 虎 より 結 唱 
Dun tht SS EIS PF hl OBE A SMES, 営 然 起り 得 べ き BOWK 


1) The evolution of the igneons rocks, 275. 1928. 
2) The isomorphism and thermal properties of the feldspars, 69~70. 1905. 
3) Am, Journ, Sci, 35. 1913. 598, 
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750 0 ROI OWES AED MPA CBE SD MGBIIC IST SIBLED 
PCD HA MROWESCHS LIES ASD GT. 既に 記せ る が 如く , 
Ki > ESO AR AP IL BCOWE CBS SLOLD EFS MAO WM 
BP し て は 今日 まで 詳細 な る 記載 を 試み た る 者 多 か ら ざ れ ど も ;」 最近 
Chuboba は 西南 アフ リタ Brandberg DAHA OREO IMC HETIE 
IWOOT An に 富む を 報じ , Rittmann も Jp Ischia 島 の “Epomeotuff » 
POR RA OR Rit OKO AIBA L, HOPED An に 富む も の 
DDE O 。 KITA EO Ry REE PO BARRHE Gc So AR 
DH Ri FULL CME S ole FES UT, 成因 的 に も AGB IGG 
26 OkO, ="68 MEO IN く NBM Ae FRE S A % DiS A SEH 
と な すべ さく , MOTTE OKINGH 6 WO &LDOLEGRSAND GPS 
31 Oe MED AIL, Bo EVA CHE TIS, RARAIOA 
at) 6 SS MAH SF UC, SCREAM IS & SATE L ¢, 試み に これ を 
MBG LIST その 2V を 概 測 せる に , TOW BAB OR (COT 
RT ENR O, その 療 化 の 順序 に も WA ABMLOWRY BHD 得 た り 。 そ 
Data Si2O CT BROMG HA SNS 8, この 浮 石 を 生 ぜ し 岩 虐 中 に か ゝ る 
Bind) OVE Mt LON S WHMEBY O2e H OR IEA OLS Elk Re 
Do 
OARS : の 観察 せる ARADO E Bir 4 Oo, AOR RAAMES 於 ける 

TRIE OD BEG Ae He る に , HUA RAD PMS 55.6 7 An OYSHE 
Pk OPRAH AIS SL OLBAAML, 84% Av k OHI) % ADS 
を 結 品 する に 要する 温度 の BALI, 成分 系 Ab~ An DAO EAPRIIRIC IE 


1) Centralbl, Min, etc, 273. 1930. 
2) Z. Vulkanologie, Ergiinz, -Bd. Vl. 208~210. 1930. 
3) mE ARs 門倉 三 能 , Wek, BoB, BS Bade 374~386 
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a Fi Bh ty wh OK OM 


Cb, Hy 150°C IL LTB So BALL OPMOM SA MARIN S, この 温 
CZEONRABDICTH4EANUS 


JEM OBMLISIEN 
IEE A DIK NK BEB A LRT BPH 


ABR BEMIS 6 WHO 1h Bkor & OBR O o 


Sek BE PF tS 


BE TRRAD A ie 76 Lite 8 An 分 子 
An な り 。 面 し て 該 結 曲 中 最も AD 分 子 に 富 


SRA OZER Eat & ctv 


——S 


庫 め る も の は 約 8476 


lay 


AU } Ow Ol % An (2 UT, fad 


Nii OMBGIW BED (FET S & OU CHE 460 2 )~B7C 1% ADD EDA 


Do PUFORM ACA ST SAH Bowen の 二 成 分 系 Ab-An に つき て 
第 六 表 
secu | witha | ial er rere nea 
Ras Boe | PEGE Be | C#HE E = 2 RP RP 
‘ 1 モ 7 
A | COOK a 66-6 
= VS TTL) 0 ee eee 
SES Re ee es 5 i 
EC O10 Peace 78? 
第 + 表 
gemalirimmns| uO | An | 96An | of An | 
eee = lee any) 2Y GV = ョ ん ル ) 平 均 成 分 
| 1 66—73 Te ce | 
az }i7\ |) — cov) yaoi ae 66 | 
i , | 
1 、 65 77° 62 
C010) ate 65 
50 | 18 Sa = 63 —67 90° 68 
ih Ee * ma z | 
. dae an oR aoe | 
| 1 | 68-72 seo | mm 
1 
oe e22| 601) 67-73 | 86°) 71 71 
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出す 時 は , 各々 59 7 An 及 11~7 % An を 得 。 VBA ALAHO BRAM 

分 を 見 る に 55.6 % An に し て residual magma 7% BBL & O AE 
物 と し て 算出 せる 符 長 石 の 成分 は 13.5 6 An な 9。 今 此 等 の 値 を 上 記 二 成 
DRAKE KO RMS EO LIT SA, 甚だ 近似 せる を 見 る べし 。 元 
EO SMI AD KE OMS SRB ILO ST APEC AEC imi YH Ze 2 FF 
ふる ふ を 得 ざ され ども , LatO RR HRI WIA TSS OK Oe fs 
So 


第 八 表 
Fee | Pthel | bale we a | %An % An 
Bee | 番 多 | Beat BA | BERR = 3 7) BRI 
| iC 68 
| 41° | 20 3 (001) rey 66 
Le ykoronge 4 S22 sali 
43 | 24 = | 
2 C001) | 67—75 72 
| 3 (010) | 72—75 | 


TIO ANY > EO AWE ch ORR A, WR RUSIEIC & < WEN 2% Me 
Rh te BABS & SIV Ie © WH & OMMBAIRICIRE LE 2 EP ORE 
及び 可 見 氏 が 鹿部 に 降れ る 浮 石 を 1300C (WA Line Lic 4 8 OD » PO) 
妊 長 石 に つき て も 若干 の 測定 を な せり 。 此 等 を 夫々 第 六 表 , BERR 
八 表 に 一 括 し て 表示 せり 。 HED RRB & GRE 4B BiH OT, WY 
(RIE (CERES SES O し も , AMINE TORRE OD Byer 
に 相 等 し きも の な り 。 此 等 の も の ・ 詳 細 な る 研究 は これ を 喝 に 前 米 に 期 せ 
Pie 


1) RUS BUR, 入 次 木 男 , RAL, TAB, 130~131, 
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BPE Bie aly Oe AHO A 
[CHT SHRtin kore 
me + nf 4h 
Al mw A 


PAVE EA RIO ERA L, HE) BRO SARC SS 焼鈍 温度 
DURBAN 2 EGR CPR AS BLE Avo 

COMMER (LTC L, AcbellS LOBE Bd L, 右 剛 は 電気 
MAPS BRE Re Ut SGA Onkalillal 7% Oo tie UT 水銀 を 用 ひ , 表面 
Pave k ORAL <6 iD ダー ドリ ング (8) を 取付 けた 0。 測定 方 法 は 
400 デ ォ ルト の 直流 を 加 へ 電 鐘 を 閉 ぢ て よめ 1 分 後 の 値 を 記 鉄 せ 9。 測定 
は 常温 よめ 約 150 度 ま で 温度 を 上 昇 し つ ゝ 行 へ め 。 


第 ves fl 
He He DE pe WW ae Se ie 
‘Thermometer 
to © Galvanomeler | 


ee NA 
Guariting. ¢ 
oe 
eae 


400 rolls 


ili 


誘電 体力 率 は 交流 電 橋 を 用 ひ て 1000 +4 ori THEY O, BOB 
fal (he Res LATS 測定 個 亡 の 詳細 園 な り 。 電極 と し て 水銀 を 用 ひ , 測 
定 す べき X OSBROMML W- FY vr (g〕) ONHIK & oY oe 


oe ae ing 
i 
で 
; 


- 


BE Fe ne 71¢21) 


D CHR Oo 測定 方 法 は X 及び g BHO BIEL, AD Or & 
O Cy 2 ink UT EMRE LD, Vi, Vo, Vx 及び Ve を AD, BD, pe eee 
admittance 2 > 2rd, 


Yy=YotYxt+YVz 


ANAT oN REIS R OT OS Aes rig » (1) 
に し て , Kile X % AEM LBA TPE LU 
‘fp Specimen xX ree 
[Bo Mereury 
BEAD ABR OR AAW EE 
Yj+Yx=Y。 二 Ys vie) 0 ee da sf enale a aye a 0 06 eect (2) 
BAAS 
Ve =5(¥1-¥1) NOISE ere a a OP (3) 


これ に 各々 の Tne EE し 。 
Yx=G+joC= 5 {GS ee aS 7) +Jwo(Cy— Cy} +8) 
Hi G (hy — wv a,Clhsv wv F—-—RART. 
iI 0 HARA ET IL 
tan d= Rin Seow een star's! ieee rae skouchel alietatete reste) eae eye (A) 


Yo MBB ¢ (5d BRE OMS, Dw XOREL Sts 
Andx9x10"xC _ oe dc 


Sue a (5) 


7590 MOM < LTStE KROME RD. 


72¢22) a AK RK SB 


RRCRALCSBE (SKOLMKO. 
但馬 國 玄 武 洞 産 VERA 
IE) Se aB MT BE | AS RBIS Ze 1 4 
以上 二 種 の 岩石 を 細 粉 し , 3 — 1s — BERNA AB IS HY 1350 度 に 一 時 
間 係 ち て Mehl UIs Bt HRI LEMOS CEH 10 cm PES HK) 1cm) に 
流し 込み , 更に 所 定 の 温度 に 保ち た DAW DEE SANEIS Ate 一 時 間 保 ち た る 後 
MUSEO o KI CHAE 10 cm, JF 3 0.5 cm OX S (eR LABEL 2 
第 fia} 第 & 罰 


VOLUME RESISTiviTY 
lil 


LOGARITHM OF 
LOGARITHM OF VOLUME RESISTIVITY 


oO に Y=】 1900 ‘so 


‘so 


TEMPERATURE IN ‘Cc TEMPERATURE iN tc 
Ve FE CICA AR © Hae TP AE FE BE a Wa ae 0 eh 
HEH 2 ROLLED WIR no MMA» GI eo ER 


し て 用 ひび た め 。 BEB HES 600°C, 650°C, 700°C, 750°C, 800°C, 850°C 7873 
900°C の 7 種 な め 。 


第 三 園 及 び 第 四 園 は 種々 な る 温度 に 焼印 し た る も の に 就 て 温度 を 上 昇 し 


Be BE Pe 73(23) 


O > WWE LI RBIS AS 0 HERNIA C4 — 2 ETD OBE, 
横 軸 に 温度 を 表 は す 。 RETO BS TIE O ES & SE RY 
じ , 叉 焼鈍 温度 に よめ り 著 し く 影 絡 し , 焼鈍 温度 高き 程 編 線 抵抗 少な り 。 TL 
C Viti EVE WEBMD (& 700°C~750°C, ih RES ABE BIG Zein et ik 
650°~700°C の 間 の 温度 よめ 人 乱 激 に 減少 す 。 

誘電 貞 力 率 卒 及び 誘電 率 の 測定 測定 の 結果 は 第 一 表 の 如 し 。 


第 = 表 
MOK iid HEN HE ia piuwabe wae aes, 
焼鈍 温度 _ (測定 湿度 15°) KARA “Cia DEE 17.5°C) 
2G ees BBX 2 $ 
Co) fas ERO Ay i He AR Ce) 
600 000703 8-72 0-00656 7-65 
650 0-007 10 8-84 | 0.00660 7-65 
700 0-00803 9.80 | 0:0245 11-30 
750 0:0381 9.90 0.0247 11.70 
800 0-0381 9-85 0-0264 11-72 
850 0.0913 10-22 0.0466 11-60 
900 0-199 10-34 0.0507 10-70 


ENED EI OEE RAR LOSYS & IVER — AUC ROI ES 
高値 を 示 し , Veda HE ER BLS 700~750°C, mnhiili AEA BRE BBG Ze 10 
122 Meta. 650~700C OU OIBIE & IESE OIE Ze SIMIC BME To 

POIRAOHEO ICRA RoORS ViatldeEVI A eaO bitOMR ice 
BIE B & OWLS BW ¢, LAK Liab ARE CES eee 
融 物 は T00°C 迄 の 温度 に 焼鈍 せる も の は 殆 ん と 選別 な けれ ども 750°C 以上 
に 於 て は 球 題 欺 役員 を 品 出す 。 ARB CGE Te OM ¢ MBE ABE 
BIC Zell -Es RRB) 800C -CERRUR Ba eA With, aE ELH 
PEEIIO K (X EEA BBINIIS (EAA TRAE 22 知る 能 は ざれ どる も, 物理 的 諸 性 質 の 
FAW O EOE CHAAR BD These Sth FAS SOD LBM 


1) BABI KD BHA Fes Wo 昭和 太 年 。 


74024) Pen 2 aa 


せめ の 。 EMCO AM < ivi As BRE GIR Se LEEPER IZ HAC 750°C (BRB 
る も の も BRIM BIR  e FOIL, MUA BLU CMEBITRIE 750°C 2 kth 
の 析出 し 始 む る 温度 約 800°C DIRE ZEAE A te S DRA HY 800C に て は 冷却 
| RIE Fliod CHENBAE BIL RBS Lo 

SSR KaeeR (t T00~750°C, mb RES RRR Zeil epee 
は 650~700°C ODF OTA CHSC HB AND ER BES S (3 ed BK (di FO 
MICAS EWG DRO RUTHIN OTE O FAs (Shai (EPA OE 
易 に 因 る べし 。 工業 的 立場 よめ WE MEME 22 5 RABANNE AE SEE Ze RL 
ADI D ICIS, RD AS & MAME OWES & 2K L, 800°C LF Osa 
75 B Yn EA CHESS FB Fe EF 0 


(ee TS} = eer Tc HSE S RUB 
ZHKAPORRACHMT 


mas 根 本 EB FE 


HOR (AHA LIT, SSIES BRE 2 TRE 
RLS CHE LO. TOMAK (2) PILBRAS PRAM RO MAD 2 
PEK TN Ls Th UD CBRE IS ES TARE I EBC KOT, これ ら の - 
BEA OMI 72 ROM ¢ PEO o GB —-#)o 

een Ee 筆者 は 前 報 文 に 於 て , BE 

Phenocryst | Microlite 状 放 長石 は その 大 き 四 常に 

tod [Anos 2 AH 
eg) は 一 般 に 不 完全 UT, 唯 
の ER て TO 41/20 


1) eee , 4 AS, 17 ~28 ig ~ 
Hi, 昭和 5 年 C1980). A eee : 


| Chemical analysis 


i a 報 へ 衣 75C25) 


~1/30 mm の 厚 さ に 詰め 稽 明 喉 な る 事 を 指摘 し , FLD ONS, (OB 
(HS THE OE BEEB SY ¢ (SE LS RO, BA 石 基 久 長 石 の それ に 近似 せ 
ら も の か , 牙 は 全く 同一 の も の な る べし と 報じ た る も , UMP S OWA AM 
か に する を 得 ざ めき 。 

その 後 universal stage OPIN EO, LALORLEKUtDOWORRA 
DIB Fe WWI SRB SRT, MAOH L UT Mle その 結 
Pp AL To : 
Universal stage は Leitz itl SY WZ IND, その 使用 法 は 鈴木 教授 の 指 
道 に 基づき , M. Berek” 氏 の 方 法 に よれ り 。 和 妊 長 石 の 成分 決定 に は , M. 
Berek 氏 の direkte Verfahren 及び Zwillingselemente の 2 方 法 を 用 る た Do 

s - if A AUS BEC AE U 

HB kM Dil & © BEE 
石 の 成分 を 決定 する 方 法 
に し て , 後者 は Wah よ 
© 3 弾性 軸 に 到 る 角 距 離 
(Na, Ng, Dr) wR, これ 
6 O) 3 fei 72 MSE E UT 
BERL, その 成分 を 決定 
する 方 法 な り 。 

この 測定 は , 本 地域 に 
次 達する 4 岩 床 中 , 最 も 
代表 的 な る 岩 床 (2) に 就 
いて 行 ひ た る も の に し じ で 


2 
peer B. 5 E 
2 


1) 前 出 , 第 44%, 70 頁 , 昭和 5 4p (1930). 
2) M. Berek, Mikroskopische Mineralbestimmung mit Hilfe der Universal- 
drehtischm thoden, (Berlin), 1924. 
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その 中 に 含ま る ゝ 稚 長 石 を 以下 の 5 種 に 分 測定 せ り ( 第 一 園 参 照 )。 
A. DER RA ie 6 SIC TF EL, HOT 6 ERG SEDIELT, そ 


第 = 表 
Noor Direct method ‘Lwinning—element 

Crystal|Indivi,} Char, | 2V | Ang |Indivi,| Twin Dg ns | nr |An% 
: 1 の at | Pericline | 50 | 64 | 51 | Anog 

mA — | 76° Ani | 7) \atbite- 1 
ie ea oe. yal a Carlsbad 79 27 65-5 Angs 
1 = |789Anss a Albite 55 595 505 Angi 
Js 9 2 — 76° Anioo a Carlsbad 375 82 54 AP97 

1 Albite- bs 
2 a UT PAD 95 3l Carlsbad 78 30 62 | Ansa 
ae PSSA. oe iL 

A.3 A Hes yes Pericline | 53 | 619] 51 |Anga 
Tees ereC An 2} Carlsbad | 384] 854! 521] ang, 

Ad} 2 | — | 75%Anm | 7) | | 2) 2) 2 

es VehAD } lbite~ |78 |28 | 641 
= =) Carlsbad 9 Angs 

pc oO A ‘ 

A.5 5 ww oe eae Carlsbad | 39 | 84 | 52 |Angg 

; i 1 

1 — 76°\An : a nan 
BG 1 aeelAnies Albite | 569] 62 | 469|Anog 

An 
AN95.9 
Mean 94.8 
Ang5,4 


の 大 さき は 2~7 mm, Hy 4 mm に 達し , ABC MMB BBG ERED 2 & 
に 含む 。6 結 曲 に 就 い て 測定 せる 結果 は 第 二 表 に 示す が 如 し 。 この 表 に ょ 
つて 明か な る 如く , 本 測定 の 結果 は HER OCB HIE KOT 決定 し た 
Die & KAI T KE Oo 

B. A 23b BEAK et £8, BAC RS DMN < , そ の KSSH 
小 に し て 1~0.4 mm 7H] 0.8mm 内 外 に 過ぎ ず , 且 兆 石 様 包 豪 物 も 極め て 
DS, LIRA SRE & A OM SIR 明か な ら ず し て , A EH 


— 
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DMEM S So 9 結晶 に 就き て 測定 せる 結果 は BEKICMA GS, 2O 
結果 を 第 二 表 と 比較 する に , 釣 長 石 の 下 均 成分 に は 大 差 な く , 唯 供 か に 前 者 


第 = 表 
INO? Of Direct method Twinning-element 
crystal [Indivi. | Char, | 2V | An% |Indivi.| Twin Dog | ng | ny | An% 
B.1 6 = 78° Angg Pericline | 54 | 62 | 49 |Argy 
= Lines. if 
if — (8° An ai neal een 
B.2 9 _ | 76° Ane Pericline | 559) 58 | 50 9|/Angs 
1 = 76°iAnjoo sees 
B3 ; eae Carlsbad | 369) 83 |55 Angs 
B.4 ; — | 76°1Anyoo Albite |55 | 64 | 46 [Aus 
San Albite- |, 
B.5 5 — | 7glAngs Carlsbad 77 | 28 | 66 |Ango 
1 a Carlsbad | 36 | 851| 541 [Ang 
B6é | 2 | -- | 77°|An | 3) 2| 2 
3 3j Albite 58 | 61 |46. |Angs 
Albite- = a 
B7 | 5 | — | 74°\Anio Ceind | 78 | 30. | 63 [Anes 
1 — | 76°Anjo9 . 2 
B.8 9 a 78°lAnge Albite 56 | 67 | 48 |[Andga 
= An 
B9 : ae | ee io Carlsbad | 36 | 87 | 54 |Angs 
ae. a 
Anos, 5 ve 
Mean 
Andgo.9 


KO An 分 子 を 滅 ず る 傾向 を 示せ り 。 

C. ROK S, BE, RO ARMONMWE LOTR BERIT S 
態 は ず LT, universal stage の 使用 に よめ 初め て その 存在 明か と な れ 0。 任 
SEC HEE A ic SPER LL の 中 , 9 は B に 属し, 借 か に 2 の み じ に 
IBS OPV, この 種 の 終 長 石 は B に 比 し 極め て 少量 に 存在 する も の な る 
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べし 。 これ ら の 2 結晶 に 就 い て 測定 せる 結果 は 第 四 表 に 示す が 如く , BAS 
HG Lif ic An BF wo 


8 us 表 
i Direct method Twinning-element 
crystal [Indivi. Char. | 2V | An% Twin ng ng Dy An% 
1 = 84°\|An a S 1 
(@Hil 9 - 84° ree X-Pericline | 38 85 52 = Anz 
C.2 1 |_| goelAn ae ; 62 | 60 | 43 | An 
: 2 st 3 9 ° 79 
An6,3 An77.5 
Mean S \ : 
Anzs,9 


D. 本 group CBs ZARAILS CAR TM <, BRE UT A 
DAH PES 1/20~1/30 mm MAB UT, 一 般 に universal 
stage に よる 成分 の 決定 困難 な れ ど も, その 中 厚 さ 約 1/13~1/15 mm OFF 
3 IBA Ze 5S 3 結晶 に 就き 測定 せる 結果 は 第 五 表 に 示さ る 。 直接 法 に ょ 
め り て 奥 へ ら る ゝ 符 長 石 の 成分 と , 双 卓 要 素 に よめ て 決定 さる ゝ 成分 と が , 座 
均 値 に 於 て 6.2% の 差 を 示す は , AHRAD LALOM SWS OBR et 
BO, 測定 上 の 誤差 が 前 三 者 に 比 し て 大 な る 息 め な る べし 。 本 測定 の 結 
果 ぁ じ の それ と 比較 する に , COPIA THK Me ¢, 唯 僅か に An 分 子 
を 減ずる 傾向 を 有 す 。 

CORB TES A 結晶 の 最 外 側 や な する も る の に 非 ず し て , 更に この 旬 被 帝 の 
外側 に は HD CHES LBM ARES NE’, その 成分 決定 は 不可 能 な り 。 所 
MEBEO MARE & 0 BRUIL, この 最 外 側 の 包 被 帝 は DIRE & 近似 せる 
成分 を 有する も の な る べし 。 < 

E. 前 4 者 と 異な り , 本 group CBS SARAH HED SIR 
の 細 旧 な め 。 前 報 娘 に て 記せ る 如く , 本 央 の 石 基 は 比較 的 粗 粒 な れ ど も , 3 


188) 


HHO MAIS TOK 3 #5 1/10 mm に し て , universal stage の 使用 不可 能 な る 


を 以 て , SAGO KES &DO, 即ち 普通 の 細 旧 の 約 2~3 億 大 の も 


B 五 表 
No, of Direct method Twinning-element - 
crystal |Indivi,| Char, | 2V | An% Twin De Deg ny | Ang 
it — | 84°%An, a 1 
D1 5 = 86° Ann, « Carlshad 34 | 85 | 56 | Aniy 
it = 9 Ang. 5 eee 1 
D.2 2 Le HT ade Pericline 62 60 435 Anyzs 
2 1 = oA 2 
D3 porte A ae Carlsbad | 34 | 87 | 56 | Ango 
Anj1,8 Anzs.0 
Mean 
An74,9 
第 nx R 
Now of Direct method Twinning-element 
crystal |Todivi,|Char, | 2V | Ang Twin De np ny |An% み 
1 Albite- aL} toads 
E.1 2 ne 88° Aner Carlsbad 63°9 225%, ihe Axes 
al 
1 88°|A ys 2 a 
E.2 9 a 88Any X-Pericline | 36 83 545 Anzs 
1 Albite- : it 
E.3 2 5 86° Ang5.5 Carlsbad 65 32 Ws Anés 
1 
E.4 . -+ | 83°/Angs,5 || Pericline 64 61 | 415 | Ana 
Angg.o Anjo,3 
Mean 
Anés.2 


5 を 撰 び 測 定 せ り 。 そ の 結果 は 第 六 表 に 示す が 如 Lo 本 結果 は その 結 唱 
が 小 な る HH, OBE ¢ RCW E LORE HAS, BBE CLOT 
決定 し た る 値 ( 第 一 表 参 照 ) と 近似 せる を 見 る べし 。 


eo 
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第 二 表 乃至 第 六 表 に 示す 如く , 個々 の 結晶 に 就 い て 測定 せる 結果 は , 必ず 


し も よく 一 致 せ ず 。 そ を それ は 各 結 晶 の 多少 の 成分 の 差 培 , 及び 一 双 上 唱 に 於 
その 左右 証 片 の 成分 の 不同 に よ ょ る 事 あ らん る も , 筆者 は 本 測定 法 の 性 質 上 , 充 
第 x 分 注意 し つ ゝ 測定 を 行 へ ども , 獲 上 記 の 
BRO 成分 上 の 差 赴 に 比 し , 比較 的 大 な 
る 測定 上 の 誤差 を 生 ず べ きも の と 信じ, 
sgroup に 就き 測定 せる 2~9 [AOA Hel 
を 以 て 各 group の 成分 を 表す 事 と せり 0。 
これ ら の PEK flask 第 二 園 の HN 
Lo 本 園 に よ つ て 明か な る 如く 本 岩 中 
に 含ま る ゝ 符 長 石 は その 成分 に よめ て 大 
fe 3 FEI Bt G&S BD ODEAR ROK 
部 分 を 占め , ADg5. 192 9D Ka eA DR 
Pe retaisece Method. 長石 と , Anes OM 2 AS AMALIE 
Il. The mean value obtaired 。 極め て 少量 な が ら Ane の 成分 を 有する 
by ie twinning-element. 小 な AREA, 及び A の 成分 を 有 
a | FB REE ERO BIBI 2 te BE 
HV. 
之 こ よ つ て 見 る に , TREMAINE BD ASHE T Sais B 結晶 作用 を 
行 ひ , 従 つ て 多 液 と 反 應 作用 を 行 ふ 四 な くし て 噴出 し た る も る の と FAGS 
ゝ 本 岩 に 於 て も , その 石 若 生 成 の 時 代 に 至る 途中 に 於 て , Adze gurs.o の 成分 
を 有する 府 長 石 を 曲 出 せ て し むべ き 極 め て 短小 な る 唱 出 時 期 あ もり し も の と 参 
へ 5 ら る 。 
揃 委 する に 滞り 0 本 筑 肉 中 有 穏和 葉 な る 指導 を 賜り た る 鈴木 教授 , 並び に PRB 
を 賜り た る 玉 津 教授 に 深く 謝意 を 表す 。 


I. The mean value obtained 
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A i + GR GAR 
met &: FW 


Baikal 湖 に 近 き 地 に 産 す る ORR A KCNA ee HOB HUT 
Diopside の 一 種 と し て 取扱 は れ た る 者 は Doelter KO CAB HAT Ar 


第 = 表 


J Mol, prop. of I. Jae 

SiO 9 emer 53-73 896 53-95 
AloQOg ene 1-19 12 0-97 
Fe gO g ee 2.36 15 0-78 
BO eh 1.07 15 3-49 
MOO eoccecsscceeees 0-07 ‘oe ie ee ee 
MgO «eresesseesees 16-79 420) 16-40 
GAO sesccs vee ses 24.74 449 25-14 
THe O ee 0:23 13 eee 

100-18 100-73 

J. Tsurumi, anal. IJ. Delter anal, 


Tsch. Min. u. Petr. Mit. Oi TI}BE (1878) に て BHU G trie SHMRY¢ 
ABE (SHACBA RO 結果 に よれ ば Diopside に 類似 すれ ども , HOMIE 
LUTEMIC CAE SBP AT SRSGIWO Diopside & F754 Aho 
し て , Mussa Alp 産 Diopside Dei ICANFT Ze S Parting ある 者 と 比較 研究 
BES AME Oo 
信 回 分 析 せ る 結果 は 第 一 表 に 示す が 如 Lo 但し 1878 年 に 公表 せる 
Doeiter の 分 析 の 結果 と 並 記せ り 。 


_ 8282) i tm Wh Ok Oe 


oe “| CHUN 7D PDO HR K ORD = WeSt 2e STMT AL 


CaMgSi20, DanC ADS 95-19 in wt, % eta 95-02 in Mol, % 
CaFe(Mn)SigO ges 4.09 1 vee 3.63 ” 
CaSiO.3: OO 0:72 OO 1-35 ” 
第 < 表 を 得 。 IED SL ae Al. 203. Fe20s 
Baikalite, Dinpside from) 2% SiO。 は 不純 物 と し て 取扱 へ 9 。 
| “ Nordmarken. | 
Bae) 672 1.6710 AED OMATAR 2e 2 DA ZEIT 
B O79 1.6789 ich Larne 
¥ 1.700 1.7000 «| 計 に て 測定 せる に ILATRIS FS HRD 
ciZ 99980) | 99977 | Hh Lo 即 も 光 好 性 に 於 て は 瑞 典 , ノル 


Rex i DFE XB HIG I SEIS. 

ATED AS ni SARS DEE eT Kranz よめ の 購入 せら れ し 者 な りり 。 
貴重 な る APE A AE OD ARB IC Ba 6 tute 4H ICH L, 深謝 の 意 
表す 。 


i it Be MB 


MH IGT MA VATCSZSFBORU (2) > 


ma: UR HE OK BS 


中 部 千島 北 全 の 火山 (承前 ) 
127-4 Fm (Shiashikotan) 本 島 も また 南北 二 個 の 火山 よめ 成る も の の 如 — 
く , 就 曹 形 の 輸 廊 を 有 す れ どる も, 北側 の も の は 火山 と し て の 地形 明らか な ら 
ず , CORMMRIK (934 m) ROARK (899 m) は , BEG < dear に 開け る ゃ 一 の 
PREEA RO UHCI VRE IDES 2 HORUS UG, 前 者 は we 


1) FUSE, 黒 獄 園 幅 及 の 女 活 園 幅 (大 正 5 年 測 園 ) | 


— w Rh RE & — 83083) 


の 記 跳 に よれ ば , WIRES BMS BEDS ML 
ZB LTABOM PS Hits 5 SOUL, その 頂上 に 北 硫 鞭 鍼 (828.5m) ZB 
び 南 硫黄 獄 (S15 m) % iva 4 AGHA AL, 管 て 恐らく 東 に 開け る 大 
火口 を 有 せ る も の と 認め ら る れ ど も , その 反 土 の 北西 側 に 更に MOM 
Jk DPRTREB% AE U, 御園 形 の 大 弘 壁 を め ぐら し , その 諸 所 に 北 硫黄 鍼 を 中 
DET EBUSSBY ET PIR L, HO その 一 部 分 は 硫 気 孔 的 汰 態 を 保 
50» I Lo 
sim B(Ekarma) (EER ORAL EICH 0, 島 形 多少 東西 に 延長 
す 。 そ の 西部 に は 海兵 1170.7 m に 達する 越 況 魔 線 あ り , 南 に 開け る 火口 を 
AF. 本島 の 北側 に は 濁 れ 谷 類 似 の 地形 を 見 , 南側 に は 最近 の 隆起 に か ゝ 
BUEN BOM <, LLALG 6 SO WOME 大 な る を 示す 。 _ 
sik (Chirinkotan) (2 @QiBEE ES OIE BEAL IC a 0, WR 742m に 
SE B HUALIUIRLGIC 2 24 & &, 火口 の 状態 明か な ら ず 2。 
中 部 千島 南 全 の 基山 
HOTS}, BBM, 知 林 十 対 三 島 の 南 は 水深 1000m% fake % AYN CMushir) 
WN KOT それ 以 南 の 島々 と 隔て ら る 。 これ よ り め 南 に 位 す る 雷 公 計 , 松 
iy AURAL, HOLT, 新知 の 譜 島 を 優 に 中 部 千島 南 御 諸島 と し て 絢 括 す 。 
BAH BCRaikoke) は 海 捧 551m AEF BAAR BI LT £D 
LCRR I SEAT L, 大正 13 BBO ALD ds 
総 輪島 (Matau) は 雷 公 計 島 の 南 方 に 位 し , 多少 北西 - 束 南 に 延び , FOB 
北部 に 標 式 的 の 園 氏 火 山 美 療 山 あり , HAE 1485 m, を の 頂上 に は 南 に 開け 
る 火口 あ 0, 昭 和 8 年 2 月 12 日 並 に 同 5 年 2 月 13 日 その 活動 を 見 , 既に 本 
L) ABDI, SPR ES: eee Ee SN, (大正 5 ARTO 
© 2 TBS, APP KIB OCI 5 年 測 園 )。 
3) Biba HWE, Mig SG at le WORIE 6 FAD 
4) HOR He BIA BEELER o 


5) RAD HLIE Ein Seo Sle 大正 6 年 測 賠 う 。 
6) HOARSE A), ARES 4 4 125 CHA 5 AB), 
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) 
誌 に 紹介 せら る 。 


赴 庶 和 馬 (Rashau) は 松 輪 島 の 南西 に あり , 多少 北東 - 南 西 に 延び , その 北 


PRUE MES BK LL a OC, We 956 m に 達し , その 上 南東 側 に 南 に 開け る 火口 あ 

OC, BEG WMO IRT 0 。 

この 外 同 島 の 西南 部 に は , ACIP S KBB 2 F 5H OT, その 
中 和典 に 大 沼 を 流 へ , カル デラ 忌 は その 西南 側 長 頭山 に 於 て 最高 508m IE 
す 。 思ふ に 本 島 は 先 づ 長 頭山 の 成 生 に 始ま り , 漁 で その 東北 に カル デラ を か 
生じ 葛 に を の 東北 側 に 帳 茶 谷山 を 生 ぜ る も の な る べし 。 

epaeamm(Ushishir) 比 虚 和 島 の 西南 に は 招 手 岩 及 び 南 北 字 志 知 島 あ り , そ 
の ぅ と 宇 志 知 南島 は , 南 に 開け る その 火口 内 に 海水 を 入れ て 幕 田 鴻 を 生じ , 
之 を 西北 束 の 三 面 よ の 園 続 し , COMME 更に 一 小 火山 を 生じ て 小 規 模 
な る 二 重 火 山 短 を 果す 。 

計 吐 実 島 (Ketoi) また 一 の 火山 島 に し て , EOPRIGROMI AC, HR 
670m ODES S (CHS CHEK 1x 1.5 km OK ie WEN, その 西 壁 は 最高 172m 
EL, KMD HM 3 km に 達 す 。 

この 中 納 大 火口 の 東北 外側 に は , IK RERIR SL ELS 170m OHI 
HO, その 頂上 に も 篤 約 500m (LES AMEBOK A OT, その 族 一 面 に 
水 を 洪 へ , 更に 中 央 大 火口 の 西側 外 将 面 に は , PHIL OFAEKBOREA d 0 
て , ARE UC St, THeN-OMBEKAZAS & OOM Lo 

この 火山 また 大 正 13 EB OREA He & &, 詳細 は 不明 な り 。 

新知 島 Simusir) 計 叶 夷 島 の 西南 に は 長き 50 km を 超 ひ る 大 島 新知 島 あ 


1) 五 萬 分 一 , HEE A FS OEE Fl is Leal (大 正 6 4A) 2) Fa 3p A he OE FB 


3) FAST IE ME Ae 4 DWH STM «5D RL 


KHPA. 6) AA SUZ ean Ss AES as, AS ERR FP Re 
知 海 , MAURIE (大 正 5 4RWIBD 


whys mt 


ar am 及 RE 鉄 85C35) 


9, 主 と し て 四 個 の 大 火山 が , 北西 よめ 南西 に 記 列 し て , 互 に 連接 せる も の 
UT, 2eIEEO Batis, RS, 新知 富士 , 線 湖 タル デラ , PHAR の 
四 火 山 こ れ な め 。 
第 = REAL 英國 船長 
Broughton 氏 の 名 に よ ょ つて 
呼ば る ゝ 此 火山 は , 新知 島 
の 北端 に 位 す る Broughton 
Se t OM PT & OE 
Shans rkHt, ZOOM 
REBEL UPI ICA Bp 
上 央 火口 丘 三日月 山 と にょ つ 
て 代表 せら れ , カル デラ HE 
は 其 海 抜 東側 に 於 て 325m, 
西側 に 於 て は 440.7 m に 達 
し , 中 央 火口 丘 は その HK 
678.7 m, 頂上 に 火口 を 有 せ ず , 一 の Tholoide を な す が 如 し 。 
新知 富士 AAO Bale Oo, 本 島 の 中 部 や ゝ 北 寄 0 に 位 し , その 中 
FLIX HK 1360 m に 達する RiSWRS, AAEK UW BRT Eb, KAOM 
離 明 ら か な ら ず 2。 
線 湖 カル デラ 新知 島 の 中 部 に 位 す る 三重 の 大 ヵ カル デラ に し て , 最 外側 BD 

る ち 第 一 カル デラ 壁 は その 南側 の み 新 月 形 に 残存 し , 最高 251.1m, を その 西端 
は 直立 500m (EF SAMMLUTHICBT So 第 二 カ ル デ ラ は 前 者 の 北 
年 を 被 ふ て その や ・ ゝ 北方 に 中 心 を 移動 し , 直径 km CEST SKRESUT 
まれ , DUA OifKIL E 300~600 m, その 東側 に 於 て 最高 623.6 m に 達し , 
> ル テ デラ 旗 を 兵 く こと 370m CFO この 第 二 の ヵ ル デ ラ の 肉 部 に , BE 


{ 


Midori Lake Caldera & fee } 
(S31 Mushir) 0 


q a 
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782.5 3.5 km の ヵ ル デラ を 生じ , SOICMELUGP 485 m To MANU 
= OREO # v F FERN S EOI UT, 湖面 は 海抜 27m, 四 周 断崖 
を 以 て 園 まれ , TOMS 200~450 m に 達 す 。 

"更に この 湖 の 北端 に は , BET > RIC UT— DP KO EVEC, TORE 
= & (EH 500m に 達する 換 鉢 形 の 火口 を 控 し て 水 を 漠 へ , TORK OB 
に 一 小島 を 抜け 9。 若 し この 小 兵 を 中 心 と すれ ば , SLO BK LO, 
この 小島 を 中 心 と すれ ば 五 重 火山 と さ へ 認め うべ し 。 

RMA PA BOMB ICO S EOL UT, その EMEPAARS HK 
152.m, 頂上 に 東西 に 延び た る 火口 を 有 し , 西北 東 の 三面 に 高 1489 m (Hz 
する 馬 忠 形 外 輪 山 を 続 ら せめ 。 此 外輪 山 の 西北 許 面 に は 冠山 C1321 m) の 
WRI 0 , HI Z OPEL ¢ GPE 899m に 達する 焼山 の 寄生 火山 あり て , 
2 OAC DG AA AIS (SHR EH 72 BE < PBI L, AKT PMBO-AN 2B 
DC, WEEMOBB AR & AK EO Bb LHS BBM Lo 

大 正 12 FRB SLR AlS OC OMAR UT, 6 月 4 日 ARR ILISAB 
東南 約 14 海里 を 航海 中 , 午後 5 時 55 3 OPOPREE, 同 58 分 第 ご 回 
OUREED 0, BRANT BRA BEL» 6 時 30 SF REED 15 od Ae BEL, 同 34 分 
BREIL AY 1 SPORE FLTC Oo HOT 6 月 29 A, TRIB ck eS 
航 せ る に , 新知 山 及 び ホ リテラ イッ ク カ ツ カ ヵ 山 よめ 少量 の 白 煙 を 出し つ ゝ あ 
め り た る と , 新知 山 北東 の 無名 山頂 の 困 火 口 より 極め て 少量 の PEAKE 々 噴 
HLOHORSARIGD ) LESS b, 新知 山北 束 に は WEBLO 
を 有する 山岳 な し , 或 は その 北西 の 焼山 の 噴煙 な らむ か 。 

南部 千島 の 火山 

BTS 北 得 撫 水道 一 名 Bousole strait 以 南 を 優 に 南 千 島 と 笑 す れ ば , 

後 , 近 提 , 得 撫 の 三 大 島 と , 得 撫 島 の 北東 に ある 知 理保 以 南 島 , 同 北 島 及 び 武 
1) IRE EL BHERE, 38 31 48, 382 BH, 1923. 


crore: 
ala Dt 
“ 


x 論 及 M & 87(37) 


SOBA. COMRBOMRIMMIC IS, 色 庄 鹿島 の 敷島 あれ ども , こ 
は 近代 の 火山 を 有 せ ず 。 : 

知 理保 以 島 Tsiriboi Is or Black Brothers 南北 二 島 に 分 れ , 北島 は その 中 
RAK 624m CS SHR WORM AL, その 頂上 に 火口 を 有 し て 
PANS, HBS -OBKNORKS OME S, その 西側 に 新た に 知 理 
PRY Bie Wee EC, HR 752m に 達 す 。 

I. 得 撫 島 の 火山 

GB で Urup) 陸地 測量 部 各 行 5 萬 分 の 一 地形 彫 に よ つ て 和 制 断 する に , 
本 島 は は ヾ 細長 き 紡 胃 形 を な し て , 西南 よめ 東北 に 延長 し, 幅 最 大 20 km, 


長 さ 120 km KET. その 西北 側 即 ち オ コッ ク 海 に 面 す る 部 分 に は , 大 小 約 


5 HAO WU BSA Ly うぅ て 配列 し , 山腹 直ちに 海 に 面 せ る 部 分 多き も , COM 
BO AALEAM IT HST (SHO REPEC UT, TORIES BRS 段丘 の Bie 
見 , CR OOWMMOMEEK, BERL UT オ コ ッ フク THUR Re U, AE 


— «FLAC ER OMERT © 


=“HOOWMPBOKECMH lS AE 乃至 橋 園 形 を 成す か , 或 は COB 
北側 を 欠け る が 如き 基 旗 を 有 し て 中 央 に 高 ま め , 四方 に 下 9, 100~200m 以 
下 の 佐 地 を 隔て ゝ 互 に 猫 立 し , その 地形 上 それ ぞ れ 獲 立 の 火山 と BUSS 


 &, KAD ES OES, ZO (WTAE BEI BK ORR BEE t= Bea TE 


FAI KO TREY 56 tric SBD» Mo 
これ ら の 火山 を その 東北 よめ 順に 西南 に 敷 ふ れ ば 次 の 如 Lv 
三 頭 火山 鐘 山 火山 Bet Wakil ABeX 
但し これ ら の 或 る も の は , MBB Wis K OK A PS SS 
ILBICEO 5 DORR UEBA EU SIFT o 
1) BIOMED 5 A296 RIDDLE. IT MEAS 5 
年 製版 ) 


8888) a TK KS 


KE. HLT o | 

三 頭 火山 得 撫 島 の 東北 端 に 近く その 北側 に あり, 主峰 大 三 頭山 は 西 に 開 
ける 司 忠 形 山 問 を 有 し , そ の 東側 最高 部 に 於 て 三 頭 に 分 る ゝ 赦 こ の 名 あめ , 
Fp SLI OA (SUGAR 866-4 m, に 達 す 。 思 ふ に こ れる も 西方 に 開け る 爆裂 火口 を 東 
& Od S MK Gt}, GICAL ¢ IVA BESO 。 

COMORAGIS BOCHALIC 贅 な る 小三 頭山 も る , その 地形 上 大 三 頭 山 成 
生 以 前 に 北 に 開け る 大 ヵ カル デラ の 東 因 を 想 は し むる も , な は 詳細 は 明 か な 
8% 

SUA CATER S 6 RON CABO 2 HIN Le, HER 
1221-5 m, & OBONISAY L ¢ BYR UTR OKRRE Rt & 8, 残部 は 
Tholoide Ae 7s L, € ORM HWE (S— BE & GBB LUA & OGL, DBR 
i Osh BF 

ZIRE LT & OOM (SHR 1137 m CES SHLD 0, HEICHIOT 
HM OT, RIC SBE DOMELRES SBMS %, 確か むる を 
BS o SKINGOMMBORS 4 部 分 の 北側 に も , SUS ABER RE 
2D CG UTICA SMA 0 weld Cred COTRBO IBLE U, 
LTE CHRIS SO ROWE MATIC AEB & OE GID s | 

因 に 従来 の 地質 園 に よれ ば , これ ら の 地域 は 主として AKU & OE 
る 第 三 紀 層 と し て 記載 せら れ , 特に 火山 岩 の 記 入 せ ら る ゝ は BO BEM 
近く , HILE LENO TC EMWIROBAO AL Oo CHIE) 


1) 5 RAHI AEE RD EK = WA ORE 4 年 製版 ) 
2) Wa) PRA, 海面 出 , 劉 崎 , 大 三 頭 山 各 彫 幅 く 同上) 
3) Snow Hifi} Atatsuobori CKaionon-San)(1142 m) は 海面 出 に 相 営 すべ き か 。 


} 
pb oe 89039) 
MORK & BICMRE SLY SBME 
ae Warren OKE ROM ( 修正 する を 可 と 
wy Bk 償 ず 。 (Ca, Na)2 Nag_yMgi(Mg, Al), 
CAL, Si) 2SigO22(O, OH, F)2 その 代 美 と 
# ee 
EyAR eas し て 別表 の 6 型 を 示せ り 。 
(Ca,Na)2 Mg1CAl, Sie Os 
1972, HE RVESMO KE BHE Alsen, Nai~o(M@Ala Sig (0, OH Fg 
N. I Ca 2 Mg 5 Si 8 O22COH) 2 
KREME RUG IK CoS & FY =H, . | CajNagMgs Sig O22COH)2 
ROR HE iE PPAE IC kU CHES Sic | MW.) Nag Mg4Aly Sig O22COH)2 
六方 偏 珍品 族 に 属す る も の ゝ 如く , BAL | IV. CagNaj Mg4Alj(Al2Sie)OgCOH う 2 
e} [e】 = 
格子 は 2=3-76 A, C=16-26A, HAs = 4-32 Nag Mg3Aly Sig OnCOH)2/ 
に し て その 中 に CuS の 6 分子 を 含む も , | vy, “Nag Mg 3Alo sie な OO 
原子 座 休 を 決定 する に 至ら ちず 。 同様 の 方 GaN Mg Al。 Sig <7; One 
shy CuoS Bee 2 る に, a=11-8A, | 一 
CO ee oie ai VIL] Nag MgiAly Sig Ox 
b=27-2A, C=22-7A tr SM HHEFICL 
ee J. Tremolite II. Soda-tremolite 
¢,a:b:c=0-434:1: 0-834, 大 約 A ; ge 
ee IiJ. Arfvedsonite IV. Hastingsite 

TS rege ao の 中 に 1605 と | vy. Glaucophane types 


320 Cu 原子 と を 含む と 。 
53, 111~120, 1931) 〔 高 根 〕 
1973, PILAY AMADOR? Ber- 
mann, H., Larsen. E. S. 

ge1c Warren (t X PAGE XY 
te SANA OF HHEE ICM © iS 
Ru Cho Hh NA BANA & Hee Lia) 
—te YW ERS BRL Y ANAM O Ae 
Bask x Lc CCa, Na, K, LiD2~s (Mg, 
Fe", Fe", Al, Ti)s(Fe," Al, Sig CO, OH 
Fog & FENN Rae BARRO 7 
DY JAWAD BHR BAY SIC, Lak 
の 同 像 的 置換 の 限界 は 比較 的 制約 せ られ 
ZB DAK LB DE OMNI GEST 
SEEM Y o HICMNAMICAG oie 


(Geol. Forn. 


VI. Glaucophane ? 

a Mg it Fe"ic-c Al は Fe" を 以 っ 
て 置換 し 得る 外 は , L3EO 型式 の 間 に 僅 
A Miscibility は 制約 を せら れ 居 る 事 を 見 る 
可 し 。(Am. Min., 16, 140~144, 1931) 
CERI 
1974, 供 Hautes-Pyrénées. 
Pierrefitte CGF SMABOREI 
Warren, H. V. 

Lourdes の 南 10 mile に 位 す る Pierre_ 
fitte 斑 床 に て は , 鐵 因 石 (Grunerite) (LHR 
(kK EAI SE A OHI RD & TT 
% の , ROAR IC SHE & te UC 産 す 
る も の と の 二 様 式 あ り 。 と の 鐵 隊 片岩 は 
鏡 下 に て は 角山 片岩 に FL Ls METAR 


00°40) i 


i 


$k 


NASA at & 相 件 ひ , HO BRAT 
人 鐵 因 石 は SADR, PURE DR, BESIDE, 磁 鐵 
Bi, REBEL RAPES る も, Shi His 
FTE LPS BRE Lo 比較 の た め 五 
種 の 化 移 分 析 を 示し FeSiO3, MnSiOg, 
Mg SiOg, CaSiOz3 の mol % FEM S 
IC, AHWR Oo BRING ld Mn SiO g oi ¢, 
Mg SiO3 OD te Lo BUA RED pe 
ACA © ek BS BANAT © JRE IK GRD 
る 居 元 作用 を な す も の くき 如 し じ し 。 叉 本 地域 
に 於 ける 稀 な る 石英 は 炭素 と 磁 鐵 硫 と 相 
作用 し て 鐵 久 石 を 作る な らん , Zit 本 地 
ThO RIN DEES SHV ERW SS 
DS hi} > CMin. Mag., 22, 477~481, 
1931) CR 
1974, ZRSPORBOGEIER AH 
1386 288 0 
19756, 同質 多 像 物質 の 各 型 熊 の 結晶 構 造 
IDR SHEARICOZT 庄司 彦 玉 。 

同質 多 像 を な す WE 鐵 , コ ベルト , タ 
y 7B, Ce, Sn, C, NH4Cl 及 NH, Br, 
ZnS, CdS, Ag], TiO。, CaCO, SiC, HgS, 
SiO 21k 2% CHAO MAE OBE 
EEL CRO IC PEE Vo 

C1) BRR AS ATMA IC LC % OSE REDS FH 
fa Kit SHE, Kit S Kohésion| + 4+ 2 KE 
MERE UT EME © [AIC —BR LE LC HFHIL C — 
方 より 他方 へ 移り , BL 極め て 小 な る 体積 
OBE eS o CHEORAEHAICS 3 
か , Schrauben (a Quatz—> 8 Quatz) な 
る か な りり 。 (2) eZ Enantiotropic に 
LC 4 ORBEA FAB A te SARL, 一 方 の 
Gitter D##o Kohision 23 fez SB DIK 
#23 Deformation 2: oO Ae tes, 


GRID HB) 3) bEVo Ri oeMt 
が 落し 起 る と する も その VE WT 小 
な る べし 。 (4) 天然 に 非 唱 体 を 有 す る 物 
質 の 幾 移 速 度 は 小 な り 。 (5) 次 の 物質 の 


AEH OD VIC (LD CAV ORES V- 


Fe 及 NH,Cl, Co 及 ZnS, Sn & TiOg, 
C  CaCOg (Z. X. 77, 381~410, 1931) 
Cia) 

1976. XMBPOBGREAAT SSH 
方 法 に つき て Bragg, W. L. 

HABE O DRAEL VET 315 OE 
と し て 用 ひたる Abbe OE LHF AAIKIC 
WS X 線 の 廻 折 現 人 象 と の 間 OMMeER 
WLC, 前 者 の 場合 に その 像 の Amplitude 
を 求め る 方 法 と し て Fourier MBAs RY 
し 後者 に 於 て も 之 と 全く 同じ に Structure 
Amplitude を 求む る Fourier 級 敷 得 ち られ , 
LET OPMBEOMMK RET EL 
& fh A UPA 3 ~ $15 SS HEIL 
に 結晶 構造 を 解く と と を 得る も , XM 
WIC CL ZB HM SHE EBwoOZE 
Amplitude @ 749% © fj BUIC 8850 Uc HE 
Solve F ZOLeBVE, TY Kano 
FECKLV CLE RMMICKE oHEF 
ike, (CZ X. 10, 475~ 492, 1929) 
(高根 
1977, KH2PO, の 定量 的 方 法 に よる 文 
線 解 折 West, J. 

定量 的 X 線 解 析 に ょ り て Bete 3 
AnH & PAT ST S LARC, 間接 的 方 法 な 
る 従来 の trial-and error 法 に ょ り て 解析 
され た る 簡単 な る 化合 物 中 結 品 村 造 上 興 


味 あ る 者 に つき て る も , ABA Hike SE - 


SLAY X 線 解 析 法 に ょ り て 精査 すさ き 時 


XT 


8 91¢41) 


ICSE Vo 
Amt A MWe 以 て , 原子 の BH 


& Extinctionm Ee 用 ひ て A を 
JEL, 之 を Fourier 級 敷 に て HEM UC 


題 物質 の HE & 明 か た し, HAS 
Extinction の 係 敷 g の 新しき ROH ea 
せり 。 解析 の 結果 は 大 体 Hendrick の 来 
DK SEROELDE- 致し た る も ゃ その 精 
度 は 上 比 す べく も ゃ なし, HF a=b= 
7.43A, C=6.97 A の 忠 に 4 分 子 を 含み 空 
間 群 は 正方 品 系 の Ve CB LIEW Huts 
子 よ りな る 。 原子 間 距 離 は P-O=1.59A, 
0-0=2.46 A 0-0/=260A K-0=279A 
K-0’=2-81A, PO4 Ho 0-O の 最短 距離 
は 2.54A に し て , その 間 に 耳 原 子 介在 す 。 
と の 構造 は HOg, PO4 及 KOg な る 正 
AM AKHER Valeucy WET OM ES 
し た る も の と 老 ふ る と と を 得 べ し と 。 
306~332, 1930) CHD 
1978, AWSFLBPORMAILHET AHH 
1989 2288 o 

1979, iM ORR AH 
1895 ZAR o 

1980, Gehlenite DiS (CHET 
Raaz, F. 

Melilite 群 の 結晶 構造 を 知る 目的 に て 
合成 し た る Gehlenite (2 CaO. Al205. 
SiOz) に つき て ラウ ニテ 法 ; 結 唱 振 動 法 を 
用 ひ て 研究 し て , < OHALAE-F Ik a=7.69 
A, c=5-10 A, a:c 三 1:0.663 に し て 正方 
BADIA £ Ute U, 比重 P=3:048 を 用 ふ 
る 時 単位 格子 中 に CagAlgSiO7 の 2 分 子 
を 含む 。 本 結晶 は 正方 Va 品 族 に 属し , そ 
os 22a Ve? な り 。 各 原子 の 


座標 を 決定 せり , 特に 注意 すべ き は OO 原 
子 四面 体 の 中 心 に Al の 存在 する も の 
fas O 原子 を 共有 し て Al2O;, te B HERE 
群 を 構成 し 得 べ き と と な り 。 そ の 決定 さ 
れ た る 構造 は Akermanite CaoMg SigO7 
の も の と 本 筑 的 に 一 致 せ り 。 また Melilite 
HEIC PA ZS Ionen-Isomorphie D FR & XS 
Ant bk Y ieee Y 。CSitz-ber. Ab. I. 

139, 645~671, 1930). CARD 

1981, RUEBAI- KSABLAODH 
FEZ Fh 

ATL IERIBN 7 2 OFA 
WeUC, 46S FEAR Pee BSE IC 
k Y 2% BaCOs KES SPICMT RS 
る も の な り 。 

即ち 洗 降 硫酸 ベリ ウム ぇ 及 重 上 品 右 に た 5 一 
15 倍 営 量 の NayCOs C0:8223 skit 
3.3947 規定 液 〕 を 加 へ , 逆流 冷却 器 を 際 
し 1~4 時 間 緩 か に 沸騰 を し め , か くし 
て 生じ た る BaCO。 及 NagSO4 OE 
測定 そる も の な り 。 

FEL SL BIC, TRAN (TERRES 
リウ ツウ ム に SEL RSA IC RHIC LT, 
Na,CO3 © 10 ELE OK SARICIE 
4 時 間 に し て , MIE EMEA (99-9076) に 
Hie b S INA THe 5, 269~ 
272, 昭和 6 年 ) Cee SLI 
1982, ペグ マタ イト 中 の Thucolite 本 


(i 1900 参照 。 
1983, GBAMME OF Sa A 
HM] 1905 231 


1984, VI P=VEREAICHT ATH 


1909 2238 o 
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BASRKUE 


1985; BmMBOKwWse# 原 日 九 高 。 
本 島 は 所 調 環 日 本 海 ア ル ヵ リ 岩 域 の 西 
南 に 位 す る AMG eis, eo WAY 
Pie OMS WB SS Se BS, BO 
BRUM ASCE DHT, HAG Be NIBH, be 
重 測定 等 の 詳細 な る 研究 の 後 , 本 伺 火 由 
活動 旧 を 粗 面 岩 , 粗 面 質 安 山 岩 , 玄武 岩 の 
三 噴 出 時 期 に 分 て り 。 即 ち 最 初 に 噴出 そ 
る も OVE 65~60% OF DIE 
面 岩 に し て , 恐らく 花岡 岩 類 な る ea 
2 RE LC, 第 三 紀 末 菜 の WHO KS 

ょ より 江 海 康 よ り 噴 出せ て る な らん と 言 へ 
Yo Ric, Pop ic BY SEMEL 59~54% 
な る 粗 面 質 安 山岸 を 噴出 し , 噴出 量 の 多 
量 な ずり し も ゃ の は 燈 岩 台地 を 形成 を り と 。 
最後 に PNW AY, AO ie 
iit LR EO WATE & BGK LIB IE ARG OBL 
URIC Gk SIIB E EN UV, ABO SEMIS 
58~44% の も の に し て , アルカリ 量 に 富 
め る を 特性 と す と 言 ひ , 双 燈 岩 の MBO 
及び 爆 人 豆 作用 た に ょ り て 成 生 ミ され た る 噴出 
FRISEBUIK TFFER VL ZERT SICK 
iy © BE ae (St EE & RPE I HR a te 
Ls 燈 岩 の 噴出 順序 は 大 体 に 於 て PRE 
り 協 基 性 に 移 化 す と 逃 べ た リ 。 和 俗 士 高 分 
— WARM LS 0, (朝鮮 地質 調査 
要 報 10,—-1~35, 1931 Cy EF) 
19386 “RSBRORBOREAER 
Barth, T. F, 

PALA PT 7) wo, 印度 デ ッ カ 
ン 高 原 , Cape Verde Islands, Brito-Arctic 
Province, Bering Sea の St., Paul 及 Pribilof 


Island #4 o Yee Ov に 就き て 分 析 


結果 と 題 微 鏡 的 癌 察 と ょ り 詳 細 に 研究 せ 
SIC, PENIS AIC BHA te S 事 明 か に 
し て , 石 基 は 一 般 に 石灰 の ted te & Seth 
fu o-\te SHER te SB Pigeonite な る 事 を 
HED DEV, UC 著者 の HEX 3 HE 
の 玄武 岩 中 に て は Pigeonite OMOEA 
bMS PLR YS 火山 地域 の 結 品 
作用 の 一 般 傾向 は 早期 成 生 の 秀輝 石 より 
SICAL IC fa te A, 及び 晩期 の HE ATE 
JD SARMEATE © GE ALD る 事 明 か 
LC, Mz の ERA DHE RE VY 
MgSiOg, FeSiO3, CaSi0 3% & EM Lo HE 
MOvEwR 石 基 に た 就き て 吟味 し , 三 角形 
AVICZE LC, HEA OG ATED の 道程 を 知 
SRT ZICK れ ば GN Om A 
Pigeonite 最も 多く し て , FRA EY 
ta ind SBA (BWA XD SRR HLA IC FE 
O48 HATE ORLIE L & 順序 を 示し , HL 
っ MgSiOg の 量 は 一 定 な る か , MLK 品 
作用 中 僅か に 増加 する に 過ぎ ず と 著者 は 
結論 せり 。 CAm. Min., 16, 195~208, 
L931.) CHA 

1987, Antrim, Scawt Hill, Co. の 粗 
Mans ¢ AS EOPBARR Tilley, C 
E., Harwood H. F. 

AIL ASE eB GS A © BEARIC 
依り て 生じ た る BARE BRL, 特に 内 
PEERS EO AL PRIS BRC 詳 論 し , 更に 
LL SEIN BSE IC KS EPR AIR Ho Hy 84 fed 
化 作用 に 依り CLE US BHO Ree し 
HELA Yo AMEAMEO Ahhla RO 
Mi Lo 1. KRALL SEC, 2. HEARS 
武 岩 , 3. Ha, 4. +2 YA, (Fz 


yb 


Sk i 93¢43) 


Y HARE, (DF 2 Y MUS 


Hi, (C) +2 VARA. FR VE 
AEA ORARUSEA LEU S 
® (b) ¢8A (thomsonite KC EXE ), SE 
RAL SPMRA IX LOG. F272 H 
BER REA > 

EBS 3 ICO AL ECE IC 
6AIROMMIC(EAL, WOHEAIC 富む HL 
AL NaS © BK Ly GRICE & HK L, 
BK AROMKERAHA, SBA BA 
LURKS 岩石 を 作り , COMET AS 融 触 
SCRA FA YHA Ei BA IC 
U, FN C2EO SARS 混 生 常に 限ら 
So NiAHO BASH IC CLAIRE SL ¢ 
WK UC HRA RAT, BIC TO BE 
Alt BA © ARICA & bd, HEA, チ 
RYH ERD LI SRBALERMTo 
BR ICEEIR AIRS 2 v A= FY, BE 
AXU KMS BAA BEL Siva Ra 
DAIRRUT wv mY HED HEI LV 
+e o(Min.Mag.,22,439~468, 1931) GF J 
1988. 47 VR IIT SBR HORE 
ZRS Tomkeieff, S. 

本 岩 は Corle LES SB Gelderland jh 
域 の 東部 に FAW te UC BSE L, JRE 
HLIC UC FAIL ERA & te L Abs Ang;, 
2 His I RE & & 2, [Al AL Mesos- 
tasis) (SHEAR RRVEA & RPE & ASH 


_ 鶴 に 混成 す 。 BEF IC TI REA ae 


量 存 在 し て tholeeite Opel is STAY 
D SUAVE & ANS o TINE PAIK Ts = O 
dolerite 及び tholeeite mE HIME Ra 
RRNUT 比較 する に , Kale HVAT 
質 及 び 黄 鐵 忠 の 多量 な る MERE Cid, 


英 園 の Whin Sill dolerite CRY. Ti 
し て か くく の 如き tholeeite は Whin Sillip 
(Clk PRE ESR, Walker 氏 は Scotland 
D APL ICaB iC (ES SER EN, 
FLA ALE GI IL 時 代 及 成分 が Whin 
Sill の 夫 れ と 同一 な り 。 即ち tholeeite は 
Scotland 及び 英國 北部 の 第 三 紀 岩 脈 中 に こ 
ょ く 表 は れ , HO HSM BAN AIC 
RAL VM AOS * KC RUC ARADO 
GRAROMMGIA ICS V Cae ez 
ROBES Vo ZEOMRICMRT AF 
YF OPP PGICHL 4 ¥) 2~ApR HO 
も の と 一 致す 。 MIHLOV 1 ribo 
Tholee  tholeeite (s39yh AUR 
Ee A UC SUE eA る 玄武 岩 叉 
は 粗 粒 素 武 岩 と 呼ぶ を 得 。 之 に 伏 れ ば 本 
AS ARAL SICA (COT, 故に A 
SEH LECH OD tholeeite variety "と 呼 
ぶ を 得 , Iii Uc Hercynian (A peau) 
末 紀 の 地 体 運動 は , 一 般 に Quartz-dolerite 
type D BIO AAICIRY CAUCE SAM 
TE © tg IC CHR Laie VY LRURS S 
くも の に し て , CORMIC ME TE オラ 
Y THIER % OAR A te YV (Geol. 
Mag., 58, 231~236,) 1931. (HEA) 
1989, Leicestershire, Croft の 火 成 
BS BICHT S HBCU THC SBA 
Jones T., Langley, S. 

fy Leicestershire ORBEA BOR 
= Sup, 5 nfo ZFLyric analcime 及び 
chabazite + #A +t) 5 UheaAls PA Lei- 
cestershire OD = ASS IP IC HOS eS 
if Ot ERAO’ OIC LT, analcime 
(AAR IC 7 7 0) MERE IC PROS, 
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つ 沸 石 の impregnation は 下部 ょ り 行 は れ 
KV LOPRBRILY, と の 沸 石 の 起源 
は 特に 興味 ある 如く 見 ゆ と 。 (Geol. Mag 
68, 181~182., 1931) C 河 野 ) 
1890, ペグ マタ イト 中 の 油 と Thuco- 
lite AHH 1°00 参照 。 
1891, Adirondack O#7kRR Bud- 
dington, A. F. 

ARAL IH Adirondack 9 A BIL IK 
Rasta £0 MONE A MAE 
Aad YAR IC MES Oo 灰 長 岩 は 深 
部 槽 に た 於 け る 重力 分 化 と それ に 従 つ て 起 
SWEAT & と の 混合 に 依り 成 生 可能 な り 
tim CU 更に 隊長 質 及 び 花 答 質 岩石 は low 
の 分 化 の 後 , TARE CBA 
し た る 結果 な り と 訟 明 を リ り 。 著 者 は 更に 
Adirondack series の BH RUA © |e) eA 
石 系 統 の SiO22% Bd 3 ey meat 
園 式 を 作成 し て 互 に 此 潤 せ る 後 , Adiron- 
dack の 岩石 は 分 化 の 初期 及び 中 期 の 部 分 


fractionation 


1c HS Tix Pyroxene line of descent (cf 


せら れ , 中 期 の 後部 より eR AIC 於 て 
は Hornblende line of descent (chip b 
SLB V, BHA Ie hornblendic の 
Siera Nevada Series k ) & AIC LT, 
Pyroxinic な る Cristiania Series k y {i 
か に 濃 質 な る 岩 柴 中 に 於 て 進行 て る も ゃ の 
な る べし と ょ と 。 人 千 分 化 の 特性 と し て 石英 成 
生 時 期 の 比較 的 遅延 そる と と も 如 び たり 
(J. Geol. 33, 240~263, 1931) C 河 野 ) 
1892, Channel ZBHAORHHEED 
ASH 1904.22 7K 0 

1893. AAR ANI 1908 AIR 
1894, PAIS RET ASHIIO74SR ERO 


2#eBbuhk S 


1895, ARAMA OD FARMSE FC AF SS 
FRICRET Cooke, S. R. B., Howes., W., 
Emery., H. H. 

GRC AE IC PRET REAL O Wa EEA (t 
JRA IEA LCE LL, SURO 識別 に WEL 
tb BS Lo 著者 は と これ ら の BMH 
Hae FIC WSO る 識別 法 を 研究 し , BP 
CLAM & AMER & IK BECHER Yo 
c OPT LA % Je GRR RO ios MER & 
(LES ICR LTE S b> A 各自 を 万 別 
SF SBS AETV o PRIC AEM KY AE 
Uo % BGA EWED pseudomorph (x JHE 4] 
監 を 謎 らし むる と と あり 。 例 へ ば HNOg 
Be HCI iC BS B JHB Ae RR IC LE 
PeAT VEL, RRO 場合 に は ERT 
SF e AILS CL AL MARS 
tb OF & Bill UES & AHL LT, 
H_2S04, HNO3+H209+HeC 44k) 
FeSO4-(NH4)2S04+H2SO4, HF 4% 
HU, 2ERMO CHK S 結果 を RCT 
示せ り リ り 。 こ とれ ら の 試薬 の 中 硫酸 を 用 ひ た 
る 場合 に は 最も 良 結果 を 得 た リ り と 迷 さ , 
PRC ios EDR D pseudomorph な どの 場 
CLES BA Ze YL Meas (Am. Min., 
16, 209~212, 1931) Crh By) 

1893, 瑞 西 Binnental, Lengenbach 
HAEROWEAISRET Giuesca, D. 

BAO WPS (EY, RA REEO 下 
に て , Shit TRGB % HOC HABE L, BRIE Ke 
sodium hypochlorite ic k Y CE PLRERE 
行 ひ て , DRAB ICTEXES 3 FE% O sulpho- 
arsenite minerals % [im flat Yo Hotes 


抄 
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も の は jordanite, lengenbachite, dufrenoy- 
site, rathite, liveingite, baumhauerite, 
sartorite, hutchinsonite, binnite, seligma- 
nnite IC LC, LE OMEMIE ZR EIAIC 
ょ り て 屋 々 共生 し , RAB IL RAT 
に 上 比 し て RAIMI, MR タリ ウム の 信 
ie & Bhs Ltr. (Schweiz, Min. Petr. 
Mitt., 10, 152~177, 1930)C BF) 

1897. 南米 コロ ン ビ ヤ 國 Titiribi oF 
SRURGRISRET Hoffmann, F. 

PDI TC OWA oO Wht, 地形 , Wh AeA 
AEA & te Ly RCHARD WERE, BEDE E ICAR 
HS SS BRARUIRAE ICM THEY 
SOK LOSBRA & UTA HET, 
DEALER, BEE OR, J7 S9GR, bournonit, se 


gAipie, jamesonit, fahlerz, jeden, weg | 


に し て , SRT BE, Heat So, 内 
HT, HA HKSOPICAE So IK 
ADETSIO“AK HRA ASA 
な リ り 。 

BRON SOSMRARIRA & Hitec 
BSP ICR LC, その 各々 に つき て 詳 述 す 。 
ATT KCL O MSP ICHT SL Ok 
紹介 すれ ば , & OPTED 中 に は HBL 
DEAT & 包含 する も ゃ の あり て , か 
SS HIRO MAILE ® DIAS IC FEO TC 
HL, Ci SMP O FEE BARI PA 
DEAE ULO HC CIES tr, 従 つ て 
PARE SO WEIS IEE IC PSC DH CuS & FeS 
LOMAKE BRKT SL, 0L3~bt, 
Fe LAR IC HS CASITA IG IEP = grain 
XE LTH CRAM SMP IC MO t UTIs 
存在 せ ず と 考 へ られ し が , BAO WIC 
CUMS BS KMRL S LAT S 


4 


NSM L, ZEB RE LS Ne 


ERAOICHEL CHT SHS VT 
TAL BIL BDC HD AM BPD SS 
ZCLEMAT RORY ERS, COMME 
SARS EL LC RGA TR © JBIC IEE 


% LAR Som Ic AICO Ht bour- 


nonit な ど あ る 場合 HK それ ら の wy 
OIE SESE L. 決し て RRS OD 


部 に は 見 られ ず , SH CHEE BS 


変 代 作 用 た にょ る も の と は 考 へ ちら れず と 蓋 


ふ 。Freboid 氏 は と の 開 係 に ある 黄銅 残 


を 一 種 の emulsion と 考 へ , 之 が 局 部 拘 の 
MAMA kh) CHBBKHESE LUO 


wboters b PH are ev, c 


れ ら の schwelmetallosungen colloidal 
ICH CUA ARIS HERE te aR D 
tee te CHEOM Ke gel の entmischung 


behaviour 


LUCMT ST LMRARBBREKZLE. 


Bs. COMKOERMALRH © WMG IC CT 
は , RAEI CDA GTRE 2S 存在 する に 
% 係 は ら ず 比 軸 的 低温 度 に て 形成 を られ 
た る も の と 考 へ ~, と の MRM FE ich 
LCARERZOPRO RMS SCLE 


eI (Z. Prakt. Geol.,39, 1~13, 1931) 


Ch EF) 
1898, Wiirttenberg OAMiKSMRICR 
7, Ehmann, E, A. 

c Omit APR a Ic 用 脱し , 著者 は 
AOMALR DE k OUI Be OA 
IRE LUT tL & BAHT L CMAP O iodine 
の 量 を 求め て 比較 せ Lic, White Jura の 
Aes (4 Muschelkalk 7 px 4q k Y % iodine 
DRL A (, 同時 に 叉 前 者 に FE 
SBA HO iodine は 後者 に 伴 へ る 硫 石 


9646) eb 


中 の 者 より る も 多量 な る と と を 見 出せ そり 。 
(Chem. Erde, 6, 117~142,1930) (PHF) 
1899. Hb] Rand O@WMRICHT A) 
eS BICRET Graton, L. C., 

PASE Witwatersland Be FEN LEE FR 
於 ける 著名 な る 一 大 産 人 金地 に し て , BRR 
は 地下 7640 ft. に 迄 及ぶ 世界 最深 の も ゃ の 
%Vo COPS origin を 極 む る と と は 
BU OMRE bF SWE—O FEKME BO 
も の に し て , COMMA BO MUA WB 
WV LASEROMLREY, BS! epi- 
genetic origin O4 OF Y LIBS, SCH 
は syngenetic accumlation に て 集中 され 
eV LARS OB REO origin を 追 宛 し 
て , そ こと に は Syngenetic deposit た る さき 
何等 の 訣 謀 を も ゃ 見 る 能 は ず , BS 著者 は 
人 金 が hydrothermal origin epigenetic 
deposit な る べき と と を 主張 し て , それ を 
用 騰 す る と の 春 岩 層 に 就き て 詳細 な る 研 
究 を 行 へ り 。 (Econ.Geol., 25, Supplement 
No. 3. 1~185, 1930) CP EF) 


Bk 

190 “7 V4 bAROME Thuco- 
lite Spence, N. S. 

Thucolite は Besner Fey 附近 ON = 
BA b UR CIE IE ORE ECL RK 
な し て 産出 す 。 COM Mls uraninite oR 
上 品 と 思 は る くも の に し て , 4 OBE, 1:57 
の 比重 を 有する も の な り 。 其 分析 結果 は 
ROM Lo -HzO, 2-00, 炭化 水素 20-19, 
固定 素 炭 50-82, 灰分 26°86%, 計 99-87% 
FORDILLA AT. 油 は と の 
脈 を 横 ぎ る 2 つの fracture zone 1c BB ae 


Bk 


bSZo CHORIN T ~ 21 OR 
生 確 物 に あら ず し て , マグ マタ イト の 
later stage ICfFA SID b/AERME SS 


Dt) (Am. Min., 15, 499~520, 1930) 


CAA) 
1901, Alberta REWEMAO AE 
i Hume, G. S. 
RWWA ICL -BGG A SB WUE O Jet hy a et 
YC, WIC TS fifth % 65°~75° OKA 
MIE w 地下 深 所 に 於 て は 約 20° © 
ABP ete L, HO HERO PMC Ae 
紀 居 が 存在 す 。 INS BULA LMR BES } 
SEWED fit LETRAS TEFES O BEA Te 3 Lb 
HEEMWA U MLC COL & BE 
ACK Y eet et T 65 つの 主 な る 
BHPBERIE RM? DSLROTV, CE 
DREYER Y vO Polish Carpathian 
O EMH LAWS SLOT VS WE 
の 5 DOBRABEK AEST SL ODS Y 
SM Arh BOK Sas EE Ly PEMA & と し て 
FD SOY , Wy oO hh AH & 
り , Amt 2¥o+2S BABES thc 
WLS O SHHE BA ¢ OPRAIK % WE & AA 
を 有する も の と ょ 推定 せら る ocEcon. Geol., 
16, 258~273, 1931)C 入 木 〕 
1902, Ai ORAM 
Pilat, St. 

資料 と し て Boryslaw 石油 の 減 摩 油 恭 
Mee CL PUREE YS: 及 硫酸 を 使 
用 し て チ フ テン 酸 及 フェ ノ 1 ル を 分 離せ 
Do RIC OPM Ie Sk & WME L 
Wace 7=7 ink 完全 に FHL CH 
及 ア ルコ 1! ル に 依る 結 品 法 に より て 石油 
酸 を 分 離せ り 。 基 の 残 物 を アセ トン を 以 


Holzmann, E., 


' 


pb 


Be 97(47) 


て 結 品 せしめ 融解 跡 70.5°C BAST ZH 
xi hh eth Vo COMP AILH OD BRK 
が Arachinsiiure (CW&—3LL, 元素 分 析 の 
結果 は C---76-95%, H---12,91% に し て 
CoH4O2 な る ERD を 有する 事 と な 
y, Arachinsiure な る 脂肪 酸 な り 。(Brenn- 
stoff-Chem., 12, 41~42. 1931) CAR) 
1903, Cap-rock (=#iUyT Brown, 
ES. 

ASzAac vi Freeport sulphur Co. 示 所 々 
©} Ate ANA ric CHK B Cap-rock の 
UWE 150 に 就き て 研究 せる 結果 な り 。 一 
般 た に た Cap-rock OFF whic MAA Bie O 
PRO’ OIC し て , 基 上 部 は 細 粒 の AIK 
BC BES SHS), LARS CBET 。 
iii UCR SBAKAARKBRLA BP 
に 特に 硫黄 の 集中 する 事 あ る る も , 基 上 方 
に 集中 する 事 が 極め て 稀 な り 。 研究 せる 
結果 を 総合 す る に 炊 の 結論 に 到 洋 せり 。 
C1) SBA AEA TM KU Kite SBS 
AOL OKC Bw L Cap-rock と が 
逃 入 せる も の な り 。 (2) MKAAG MI 
DB ATM ICY > (3) FiARA Es pei 
Me Zi SAS SKI AY CAM 
et bik SRY ARMY. OAT 
MAL VOR ORRRMe SAT 318 
環 水 に 因 る 二 炊 的 の も の な り 。 (5) 硫黄 
の 大 部 分 は 無水 石 准 と 同様 に 初生 的 太 物 
な り 。 (6) 石油 に よる 無水 石窟 の 層 元 は 
認め 得 ら る 事 あ り 叉 然 ら ざる 事 あ り 。 
(B. Am, A. Petrl Geol., 15, 509~530, 
1931)( AAJ 
1904, ti] Channel Islands 地方 の 


現世 堆積 物 の 研究 Trask. P. D. 


臣 地 方 の 現世 堆積 物 の 機械 的 分 析 結 果 
に 依 れ ば 大粒 の 大 さ は 海 席 地 形 に 左右 せ 
ら る ゝ 事 大 に し て , 細 粒 堆積 物 は basin に 
Blo WU し て 堆積 物 の 粒 の 大 小 は 海岸 の 
BEBE US, 海 康 の 地形 に 依 る 影響 大 な 
る も ゃ の な り リ 。 堆積 物 中 の 炭酸 カル シウム 
含有 量 は 場所 に 依り 種々 な る 匂 化 を 示す 
も , AZAYIC (LTEWEO % の は depression の 
も の より 小 だ し て , BREA BEE 16 に 
SB) 9 ARDEA EB ORB © HIB IK 
ge) -c#RE L, Santa Cruz basin の 堆積 物 
ICP THE 1~7%IK LT, depression jc Hs 
ける も の は 一 般 に 大 な り 。 RRSHOM 
は 約 8.4 に し て , 堆積 物 中 の ARS 
Nx14 RU CHE LSS EO 
Vo 窒素 含有 量 に 就き て 地質 時 代 の ゃ の 
と 現世 堆積 物 と を 比 す る に , 一 般 BIAS 
は 後者 より 小 に し て 約 折 分 に 相 常 す 。 
(Econ. Geol., 26 24~43, 1931) (AAR) 


@ oe i Fe 


1905, @BRMREhOF Ss vin 
Carstens, C. W. 

BF RY EAURERT TF eX Y hb 
RSI T 1c (TERA TS EAE BIR 2 Y 
BANS Vo Fic BH AG ih & Titan- 
monoxide (TiO) 2 し て 報告 そり 。 然るに 
基 後 の 合成 的 研究 に より て Perowskite と 
決定 し 得 べ きこ と と に 成功 そり 。 HARE 
SE RR eC AFA RE Sh (LE 
褐色 針 短 の BRYRIRE TEX (, その 1B 
Ay ht O¥e Bit SiO21.67, TiO2 37-73, 
Al,O3 22:57, CaO 39-23 te 5 TREO 
WHEW & CaO. AlgO3 及び Gehlenite 
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(2 CaO Al203, SiO2) を 算出 除外 すれ 
EF 2 VRS Perowskite に 一 致 せ 
Y 。 同 残 次 の X BAC SL IC k tele hh 
RIC LC, % OBIE 23-795 40.005 A 
に し て 天然 産 Perowskite に 就 て 得 た る 
fit —Bee 0, FET TIO (ACHE 
に 知ら ちら れず 。 CZ. K., 77, 405~505, 1931) 
CHAS) 

1906, セメント 試験 用 日 本 標準 砂 
= Bho 

ASF BRE id its es BATE ES Ale ST IC BE 
し , 上 部 第 三 紀 層 に 属す る 石英 砂層 より 
供給 を らち る 。 控 取 地 に 於 て は 平均 厚 さ 60 
Ric L, Baek る 距 富 な り 。 粗 粒 質 
BIE DARD (LAF GE & LC Hi 
ES Y BERD WT .% OFS om” 
に 付き 64 FLA 23H し , 4.144 FLA bic 
残留 する も ゃ の に し て , 90~9BY Lt 
So 該 砂 を 鏡 下 に 栓 する に 角 稼 性 粒子 は 
少く 大 部 分 は 丸 味 ある 石英 粒 よ り 成 り , 
基 量 75 を 占め , 外 に 石英 徐 合 粒 約 222 
あり 。 EX ANAM OSH 
ERED 3 IC ARAL © GRE DS AE & 
見 る も, 強度 に は 影響 な し 。 RICK, MH, 
XE, Hh, HHA O BERD & LLHRTTZE & FTO 
te SHH BIC L tris AAs Hh LH fate 
2EMDEV CEE Ay pe, ユー 
17, WB 6「 吉木 〕 

1907, eH POROBPFE Dittler, E., 
Hueber, H. 

SERRA PCE ST SDitOM OM Ew 
CLEA ORE ERS 0 HG ERS 
Fe WICIL FE Hae BET S ashhic F Wit 
COoS OPERA 3 HAL, HD FeO の 


松浦 


EHEC KY Me bo, MMIC 
(LAL EER © RIPIC KDC AER B 
る さ べし 。 BHEO REC 4 IEKE Pale 
度 に 誰 て 控 出 し a-naphilyl-oxychlorphos- 
phene CyHyPOCl, (comet Liro RS 
時 は WoO は 分 解 さ れ て HCl を 生 ず 。 
と の 酸 を NaOH 液 に て 滴定 する な り 。 
MEADE OKE SARI LBS 
る の みな ら ず , そ の hemes DP 
に よる より る も 箋 か に 大 な Ve"(Z. anorg. 
Chem., 195, 41~59, 1931)〔 吉 木 〕 
1908, HABHBE+t AY Mia DoH 
fio 

BASE OMFS MAT WEB e BAe > 
る る も , 第 一 報 は AF EEL ARKO 研究 
IC LC, MA BUKHE, 2 セル の HERE, HBR 
Me he WK FE & HeWee 0, PLE EE VE atdk 
海道 北見 , FARR TA. RRR XIE, 新潟 
WR Fe Md Ze Pe, AIGA BEE. 岡山 懸 美作 ;, 
KAVA R: PB RAL ED 2A L To 
一 般 に 有色 に LUCHA EBL, 
FAG) GEC, 膨 味 少し 。1 立 の 重量 は 概 し 
CHAI UCRMEBKEMNT 9 HOR 
FD ALRARAB IE 1200 By it 1800 $4 IC HEE 
比較 し , SR ORR EIR C. 佐渡 及 EE 
FILL DAREIC BI & SLX S AE ER 
構造 の セル を 有 し, KBE ROS ott 
分 折 の 結果 に よれ ば 本 看 産 に は 幸 酸 含量 
902 を 超 ゆ る も の な くく; 概して 不純 な り 。 
詳細 な る 分 析 表 あり 。 て ( 工 化 , 34, 443~ 
451, 昭 6)〔 吉 木 〕 
1909, Teregova ERHEAORHER 
Dittler, E., Kirnbauer, F. 
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抄 


7 | 99¢495 


に は 2 條 の ペ ゲ マタ イト 脈 あ り て 長石 を 
PU , ARR E LU CAA eS 
IFTEXLVUIKSS, Mo AMic Mes 
AXEL OR PAGE & LS BRA IK 
は 白雲 母 , ERAS 6, DORR, 線 
REAL WRIRA & Bir o BRS I< HERE TI IFEX 
EK tr S HUA Sa PEK th & te Ly LE 3 
em, 8kg (CHET Si oOBM ES. te 
成分 は SiO 264-50, AlgOg 18-75, FeoOg 
0-81, BeO 12:60, CaO 0-48, MgO 1.03, 
K20 0-49, NagO 1-41, HgO 0-37, 合計 
| 100-44. に し て , 3 BeO. AlgQ3. 6SiO。 に 
該 賞 す 。 因 に 現在 の ベリ ルル 使用 工業 に 於 
て は BeO 8~10% He HM LOL SVS 
(Z. prakt. Geol, 39, 49~56, 1931) 
CHAD 


石 


1908, ABH E CTO BROFA Liesk, R. 
Habe D HR E Lc @ fe ii % HP by I< 
研究 そる も の な り 。 MEMIKSE BE 
或 は 寒天 利用 の 同 培 養 基 中 に 褐 炭 或 は 神 
炭 キ + アン モ = ャ を 加水 棲 植物 の 成育 区 
Wee WEL, 叉 は 砂 に 上 MoO RpERis 
RAT Y EH ¥ EME SOK BFL 
% 15 の Hoferkbrnern % hh ot DAE 
態 を 比較 する も の な り 。 > ¢ CHRO 
適量 は 植物 の 生育 を 促す も の な る を 確 め 
た り 。 (Brennstoff-Chem., 12, 81~85, 
1931) 【 鈴 見 〕 
1911, BARHORKA ORE Moor, B. 
AR PRUE FE PRR EL OBR ICS LC AAO 
' 行 へ る 研究 の 第 5 編 に し て , 燃焼 速度 或 
は 父 熱 量 測定 の 目的 に て 考 委 せ る 装置 に 


iz 


て , IPK 4 成分 炭 の 燃焼 中 に BUTS BR 
ARE © WWE BHR EAR Yo - 
RDS HAMEL SP MARIO 
性 質 上 の 調 係 を 述べ , 次 で bUO 測定 に 
BSC 時 間 一 温度 曲線 の 表す 意義 を WHA 
L, Vitrain, Clarain, Durain 及 Fusain の 
時 間 一 温度 曲線 の 測定 結果 に 就 て 論 ぜ り 
着 者 の 結論 中 4 AD DEA A. BH RIC 

CHF DHE SE OEROM Lo 

FPR BSAA ED fe y(t Vitrain, Clarain, 
Durain Fusain の 順序 に て 減少 し , 燃焼 温 
度 は Vitrain, Fusain, Clarain, Durain の 
順に , 燃焼 容量 CCombustible Capacities) 
は Durain, Fusain. Clarain, Vitrain の 順 
に 下降 或 は 減少 す 。CFuel, 10, 205~211, 
1931) Cai 5d) 

1912, ARRSOPMEB Stadnikow, G., 
Wiihmer, G. 

Fischer, Glund fj SE ODFFEIC FRALIE F 
クシ レッ ト 装 置 た に て 抽出 せる 石炭 を 更に 
250~260°C に て 高 謙 抽出 すれ ば 再び 湊 
WALA UCM EH b eETS WL 
CHEREIE HE Ck 200°C IC PEC DM HG 
むる も の な る が 故に , 250°C (Cc AH 
出 に より 溶出 せる 源 青 b は 大 部 分 分 解 成 
生物 な り 。 RABRICINT & lilt OBE IC 
基き 湊 理 b は 明か に 分 解 成 生 物 の 一 部 を 
含む 。 五 炭 類 に 於 て は 250°C に て 未だ 
BA & DWE FT SHED CAR EO 
Fas APEC BML 2 EOWA L 250 
~260°C に て 考 べ ざる べから ず 。 著者 の 
賞 験 室 に 於 ける 研究 結果 に よれ ば , Ape 
$F) も Sapropelite 及 Sapropelite と 腐植 
炭 の 混合 賠 は ックス レッ ト に て 抽出 さる 


100650) ip 


8k 


\ RAE a の 他 に 有機 酸 の 協和 類 を 含有 
to RAGED を 深 出 する 危 に 行 へ る 
ASHI ICP LCRA PF LAAT, 
ASO AI DER OPAC bY RMN 
ン ゼ ン に 可 深 と な る も の と 推定 せり 。 但 
し 滋 離 の Carboxyl は 分 解せ ざる も の と 
す 。 Hate MEL TSI, WAT a を 除去 
1 3B Fie EPIC C RF, FRY bito 
Ai AS & Zoe LMA LCE De 3A 
eR Ce BA, WICH b & & aH 
L, a,b,c RR FF O WA BAEK IE Bie HE BR TR 
JEU HE DPR RMA OD BAM: BW Ee 
る に , KARIC PET 満足 な る HPF MDE 
D Mile b.c PALO HET TA D BATA IC wT a 
種 に 詳 論 する 所 あり 。(Brennstoff-Chem,, 
12, 23~25, 1931) (鶴見 
1913, AxeORBARIBRI FE Nedelmann, H. 
BAe MEE IC HST 3 Ape © HE (t Damm 
及 Hofmeister OFZ IC CMM) & ted Vo 
Wi UCARORbett 8 UCHR EB 
SEAL HEME WARM (Triebdruck) 及 
Hie CSchwindung) O= Pete V 5 
上 中 内 粘 結 性 に 開 し て は Meulice o jyp 2m 
微妙 混合 法 あ れ ど る も , WHISK 凝結 性 に 
開 し て は 膨 用 現 策 を 充分 代表 すべ きえ その 
WE GEC Le PEAS ISIE IR EE PEM 
HEHE © Hl ECB TIED ~ & BET & He 
げ , Hofmeister ]% iE RUE ER Eo 
Ifeuser の 提唱 に より 改良 せる 方 法 の 次 
ee ae 
BULL S 2 FIC BE © 1 8 Druch- 
(CA AS & Fl rt ] BPE を 
HEACE Vo AYEIZ KK Kopper の 方 法 を 


ubertraguug ) 


棋 し た る も の に て , 全く の MRE 


L BIE, PEPE RUT Te S RHR ELIE Vo 
Brennstoff-Chem., 12, 47~43, 1931) 


Ci bd 


SF 


1914, FPBRH Re IS HAF S KAEOME 
陸地 測量 部 。 
REAR LL) 26 日 伊豆 
あり て 後 , 同 地方 の 水準 を 測量 し , 之 を 
wee SAKIC WE SRO & bile 
る に , そ の うち HEE ME PBC Ye. 
St CAKE 13 46. 9 9 7538 14 485 J LB 
Fl 5 46 12 4 75 6 4A 1 AD hwo Ro hy 
Lo PVE DUY Bi ABEL IRE し , Lad 


ITE @ PY FSET IC -c — 40-8 mm jcse4+ 


れ ど も, それ 以西 に て は 次 第 に HF OB 
BEE WC, 小田 原 以西 熱海 まで は 次 第 に 
LSE L, 2h O38 52 Hic 92.1 mm の 上 E 
昇 を 見 , その 西方 に 営 る Beppo 東側 に 
て は 101.4mm の 上 昇 を 見 る 。 MRS ICWE 
を 西 に 越え れ ば 念 に 低下 し , BRE tcc 
ー132.8m, そ の 一 つ 西 に 於 て は — 197-8 
mm OWMLCEAMPLASCBS> RSK 
ALE Y PRIS IAS TCL HEU PEED HE & BE 
Cy AG & PIG O FLAT ISHI-C 36-1 
mm bE EY, 三島 町 た 於 て 再び 10-6 
mm の 小 沈降 を 見 る 外 は , HO CBDO b 
昇 を 來 し, 治 津 の 束 の 大 岡村 に て 19:5 mm, 
それ 以西 は 次 第 に Bt o 度 を 減じ , 富士 


川村 以西 は BC Ate S VERE Bee 


Dog CSA EB fr UH LE He Fi 6 年 
6 月 〕【〔 渡 邊 萬 〕 


生島 の 北部 に 大 地 


